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第７回 厚生文教委員会記録 

 

１ 日  時  令和４年１２月１９日（月）   午前１０時００分 開会 

２ 場  所  議会委員会室 

３ 出席委員  ６名 

委 員 長  村 越 洋 一   委 員  関 根 正 明 

副 委 員 長  太 田 紀己代   〃  霜 鳥 榮 之 

委 員  八 木 清 美   〃  佐 藤 栄 一 

４ 欠席委員  ０名 

５ 欠  員  ０名 

６ 職務出席者 ０名 

７ 説 明 員   ５名  

副 市 長  西 澤 澄 夫   こども教育課長  松 橋   守 

福 祉 介 護 課 長  岡 田 雅 美   生 涯 学 習 課 長  平 井 智 子 

教 育 長  川 上   晃      

８ 事務局員   ３名 

局 長  阿 部 光 洋   主 査  道 下 啓 子 

係 長  霜 鳥 一 貴      

９ 件  名 

議案第 81 号 妙高市いきいきプラザ条例の一部を改正する条例議定について 

議案第 85 号 指定管理者の指定期間の変更について（妙高市いきいきプラザ） 

議案第 86 号 指定管理者の指定について（矢代コミュニティスポーツセンター） 

議案第 88 号 令和４年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第11号）のうち当委員会所管事項について 

所管事務調査について 

太田 紀己代委員 

１ 医療的ケア時への支援体制の現状と今後の取り組みについて 

①医療的ケア児の日常生活支援の現状について 

②医療的ケア児の社会生活支援の現状について 

③医療的ケア児及びその家族への相談体制の現状について 

④市役所と学校・こども園・保育園・医療機関・上越市こども発達支援センター等との連携の実態について 

⑤医療的ケア児誕生後の市役所担当課の対応の実態について 

村越 洋一委員 

２ 学校の部活動の地域移行と人材の課題について 

①総合学習やコミュニティ・スクール、学校活動ボランティア等の地域連携の課題について 

②中学校の部活動の地域移行について 

③学びの杜の実態について 
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④地域人材制度活用実態について 

３ タブレットの活用実態と学校の情報発信、情報共有について 

①学習用タブレットの利用状況（その内容や課題）について 

②情報機器によるいじめや被害等の発生状況について 

③メディアルームや未使用ＰＣ、タブレットの活用について 

④学校ホームページの活用（管理運営・情報共有）について 

⑤情報（ハード・ソフト）の専門家アドバイザーの状況について（現状と今後必要となる人材） 

⑥わくわくランドのＷｉ－Ｆｉ整備について 

霜鳥 榮之委員 

４ こども園・保育園の安全対策について 

①各園の電気配線コードの設置状況と安全対策について 

②各園のコロナ対策における風除室の取り扱いについて 

10 閉会中の継続審査（調査）の申し出について 

                                                     

〇委員長（村越洋一） ただいまから厚生文教委員会を開会します。 

   これより議事に入ります。 

   当委員会に付託されました案件は、議案第81号の条例関係１件、議案第85号及び議案第86号の指定管理者関係２

件、議案第88号の所管事項の補正予算１件の合計４件であります。 

                                                     

  議案第８１号 妙高市いきいきプラザ条例の一部を改正する条例議定について 

〇委員長（村越洋一） 最初に、議案第81号 妙高市いきいきプラザ条例の一部を改正する条例議定についてを議題と

します。 

   提案理由の説明を求めます。福祉介護課長。 

〇福祉介護課長（岡田雅美） ただいま議題となりました議案第81号 妙高市いきいきプラザ条例の一部を改正する条

例議定につきまして御説明申し上げます。 

   本案は、妙高市いきいきプラザの指定管理者である社会福祉法人妙高市社会福祉協議会が令和４年度中にさん来

夢あらいに移転することに伴い、移転後は市が直接管理運営を行いたいものでありますが、現行の条例第４条では、

指定管理者にいきいきプラザの管理を行わせるものとすると規定しており、指定管理者を置かない場合を規定する

必要があることから、条例の一部を改正したいものであります。 

   改正内容につきましては、現行の附則第３項、指定管理者不在期間におけるプラザの管理に関する業務では、指

定管理者を指定していない場合を規定しておりませんが、新旧対照表改正案のとおり、附則第３項におきまして、

「第４条の規定にかかわらず、指定管理者を指定しない場合又は」との文言を追加することにより、指定管理者を

置かない場合について規定するものです。 

   なお、施行日は指定期間の変更と合わせて令和５年４月１日としたいものであります。 

   以上、議案第81号につきまして御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申し上

げます。 

〇委員長（村越洋一） これより議案第81号に対する質疑を行います。 

   霜鳥委員。 
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〇霜鳥委員（霜鳥榮之） ちょっと確認をさせてください。 

   これをここでもって今説明あったように３月31日まで、それ以降の関係ということなんですが、これが85号にも

影響するというような形になってくるんでしょうかね。ここでは指定管理、指定期間の変更と絡んでくるんですけ

ども、これここでもって変えた場合、その後の対応というのはどのような位置づけになるんですか。 

〇委員長（村越洋一） 福祉介護課長。 

〇福祉介護課長（岡田雅美） お答えいたします。 

   現在いきいきプラザにつきましては、御説明したとおり、社会福祉協議会が行っておりますが、社会福祉協議会

が行っていた業務について、特に受付ですとか、施設の清掃ですとか、そういったものも指定管理の業務に入って

いたものを市が直接管理、事業委託ということで事業者のほうに委託するということで、これまで社会福祉協議会

を介して再委託みたいな形になっていたものを直接事業者のほうに委託するという形での管理の方法となります。 

〇委員長（村越洋一） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） ここに明記しないにしても、市が行うという位置づけは、それはそれでなんですけども、結

局関連するからということでもって福祉介護課が、直接なんだか間接なんだか、管理するという、こういう位置づ

けになるんですよね。だから、そういうのは明記しない、あるいは例えばここに何とかの、形でもってちょっとど

こどこがという、こういうのは入れる必要がないのかな。ないのかもしれないんだけども、だと、ただ一方的にこ

ういう形になっていると、じゃどこなのよといったときに見えてこないけど、その辺の考え方はいかがなんですか。 

〇委員長（村越洋一） 福祉介護課長。 

〇福祉介護課長（岡田雅美） いわゆる公の施設については、通常の場合、指定管理を置くというのが通常なんですが、

要は例外的な形で附則を改正するわけですが、指定管理者がいない場合は市が行うというような形での条例の改正

となっておりますので、この施設の所管は福祉介護課ということで、福祉介護課が直接行うというふうに御理解い

ただければと思います。 

〇委員長（村越洋一） 佐藤委員。 

〇佐藤委員（佐藤栄一） 今の説明の中で、社会福祉協議会に指定管理をしていて、今度それがなくなった場合、その

下のいろんな業務に対する契約の問題ですね、これについてはどのように進めていかれるのかお聞きしたいと思う

んですが。 

〇委員長（村越洋一） 福祉介護課長。 

〇福祉介護課長（岡田雅美） 先ほどもちょっと御説明申し上げましたが、現在社会福祉協議会のほうに委託して、社

会福祉協議会からビル管理会社といいますか、そこに委託しているということで、その辺は社会福祉協議会ともよ

く協議の上、市がその内容等も引き継いだ上で、直接その会社と業務委託をするという形になります。 

〇委員長（村越洋一） 佐藤委員。 

〇佐藤委員（佐藤栄一） 今これ４月１日からの施行になっているわけなんで、その間というのは社会福祉協議会、た

しかこの前の委員会調査のとき４年度中に向こうに移動されるということなんですけど、いなくてもその業務は３

月31日までは続けていくという形なんですか。 

〇委員長（村越洋一） 福祉介護課長。 

〇福祉介護課長（岡田雅美） その辺については社会福祉協議会とも協議させていただきまして、年度途中で指定管理

者が替わってしまうと予算から全部変わって、非常に事務的にも煩雑になるということで、少なくとも３月までは

社会福祉協議会のほうで指定管理を行うということで了解いただいております。 

〇委員長（村越洋一） 八木委員。 
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〇八木委員（八木清美） そうなると、業務に対する問合せ、不具合等が生じた場合等の様々な問合せ等については、

社会福祉協議会のほうへ伺えばよろしいわけですか。 

〇委員長（村越洋一） 福祉介護課長。 

〇福祉介護課長（岡田雅美） ３月までは指定管理者として社会福祉協議会になりますが、実際の管理業務等は今もい

きいきプラザの中に管理会社の業者さんが入っておりますので、実際はそちらを通じての対応になるかと思います。 

〇委員長（村越洋一） これにて質疑を終わります。 

   これより討論を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（村越洋一） これにて討論を終わります。 

   これより採決します。 

   議案第81号 妙高市いきいきプラザ条例の一部を改正する条例議定については、原案のとおり決定することに御

異議ありませんか。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（村越洋一） 御異議なしと認めます。 

   よって、議案第81号は原案のとおり可決されました。 

                                                     

  議案第８５号 指定管理者の指定期間の変更について（妙高市いきいきプラザ） 

〇委員長（村越洋一） 次に、議案第85号 指定管理者の指定期間の変更について（妙高市いきいきプラザ）について

を議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。福祉介護課長。 

〇福祉介護課長（岡田雅美） ただいま議題となりました議案第85号 指定管理者の指定期間の変更について（妙高市

いきいきプラザ）につきまして御説明申し上げます。 

   本案は、今ほど御説明申し上げましたとおり、いきいきプラザの指定管理者である社会福祉法人妙高市社会福祉

協議会が令和４年度中にさん来夢に移転することから、現在令和７年３月31日までとしている指定期間につきまし

て、令和５年３月31日までに変更し、令和５年４月以降は市が直接管理運営を行いたいものであります。 

   以上、議案第85号につきまして御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申し上

げます。 

〇委員長（村越洋一） これより議案第85号に対する質疑を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（村越洋一） これにて質疑を終わります。 

   これより討論を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（村越洋一） これにて討論を終わります。 

   これより採決します。 

   議案第85号 指定管理者の指定期間の変更について（妙高市いきいきプラザ）については、原案のとおり決定す

ることに御異議ありませんか。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（村越洋一） 御異議なしと認めます。 
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   よって、議案第85号は原案のとおり可決されました。 

                                                     

  議案第８６号 指定管理者の指定について（矢代コミュニティスポーツセンター） 

〇委員長（村越洋一） 次に、議案第86号 指定管理者の指定について（矢代コミュニティスポーツセンター）につい

てを議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（平井智子） ただいま議題となりました議案第86号 指定管理者の指定について（矢代コミュニティ

スポーツセンター）について御説明申し上げます。 

   本案は、令和５年３月31日をもって指定管理者の指定期間が満了となる矢代コミュニティスポーツセンターにつ

いて、引き続き指定管理者による管理を行うため、妙高市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例第３

条の規定により、矢代地域づくり協議会を指定管理者として指定するものであります。 

   矢代地域づくり協議会は、矢代地区におけるコミュニティ活動の核となる組織であり、スポーツ、レクリエーシ

ョン活動を通して地域住民の健康、体力づくりに取り組むとともに、その拠点となる本施設の指定管理者として、

地域に根差したきめ細やかな管理運営を行っております。これまでの実績も十分であることから、引き続き指定管

理者として指定したいものであります。 

   なお、指定期間につきましては、従来まで４年間でありましたが、現行の指定管理者制度の運用に関する指針で

は、地域づくり活動や施設の管理を通じて地域コミュニティの主体性の醸成につながる施設については10年間を上

限とできることから、今回の指定では令和５年４月１日から令和15年３月31日までの10年間としたいものでありま

す。 

   以上、御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申し上げます。 

〇委員長（村越洋一） これより議案第86号に対する質疑を行います。 

   八木委員。 

〇八木委員（八木清美） 設立年月日が昭和58年４月３日となっておりますが、現在までずっと同じ矢代地域づくり協

議会が指定管理を受けておりましたか。 

〇委員長（村越洋一） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（平井智子） 指定管理者につきましては、矢代地域づくり協議会が行っておりました。 

〇委員長（村越洋一） 八木委員。 

〇八木委員（八木清美） 随分長い間実績を積まれていることと思います。コロナ禍でしたので、致し方ないと推察し

ますが、令和元年度に比べて令和３年度については利用者数が半減して、半減以下でありますが、コロナ禍という

ことの要因でよろしいでしょうか。 

〇委員長（村越洋一） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（平井智子） こちらの施設につきましては、地元団体の利用が非常に多くなっております。利用者減

少の理由といたしましては、新型コロナウイルスの影響によって施設を休館したり、それからスポーツクラブ活動

を休止した時期があったこと、その後もスポーツ活動が控えられたことなどが挙げられます。 

〇委員長（村越洋一） 八木委員。 

〇八木委員（八木清美） 他の施設でも同じような状況だったと思うんですが、それにしてもですね、コロナ禍につい

てもやはり住民の健康管理等についてはスポーツ等、レクリエーション等で健康管理をすることが大事だと思うん

ですが、その辺対策と、それでもコロナ禍においても外で行う等の、外で行うとか、時間差をするとか、広い空間



 

 - 6 - 

を使って少人数で行う等の様々な対策等は行われておりましたでしょうか。 

〇委員長（村越洋一） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（平井智子） コロナ対策につきましては、矢代コミュニティスポーツを含めですね、みんな消毒です

とか、それから密を防ぐですとか、換気を行うだとか、そういった対策は行ってきているところであります。ただ、

地域のコミュニティとして使う頻度が高いもので、最近ではやはり運動会ですとか、そういった地域の行事という

のが控えられていたのも大きな要因ではないかと思います。 

〇委員長（村越洋一） 八木委員。 

〇八木委員（八木清美） 令和４年と今年ですけども、まだ実績は出ておりませんけれども、これも含めた見通しとい

うんですか、その辺はいかがですか。 

〇委員長（村越洋一） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（平井智子） 令和４年10月末の状況なんですけれども、体育館、グラウンド合わせて28件、683人の利

用ということで、まだあまり利用が進んでいるという状況ではないようです。 

〇委員長（村越洋一） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 最初に、基本的な点でちょっとお聞きしておきたいと思います。 

   指定期間が10年に延びてということなんですが、地域づくり協議会、地域のね、団体組織になるわけですけども、

会長が替わったときの手続上というか、要するに契約の変更そのものは今までもどうやってやってきたのかなと。

これからも10年というと結構長い期間で、会長は当然替わると思うんですけども、その辺の手続上の問題について

は、簡素化している中でもって対応ってあると思うんですけど、その辺の方法はどうなっていますか。 

〇委員長（村越洋一） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（平井智子） 会長等ですね、役員が替わった場合につきましては、そのときに申入れ書を出していた

だいて、契約書までは変更ということはしていないと思います。 

〇委員長（村越洋一） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 了解です。契約書はね、変える必要ない、団体の契約になっていますから、ないんで、会長

替われば、役員替わればって当然あると思うんですけど、いろんなところでもって手続上の問題でどうのこうのと

あるんですけども、地域づくりの関係であるから、簡素化でいっていただきたいというふうには思います。 

   あと、利用対応の関係でもってなんですが、ここでもって収入は恐らく使用料、支出は内容というのはどんなこ

とになっているんでしょうか。 

〇委員長（村越洋一） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（平井智子） 支出につきましては、ほとんどが施設の管理用の賃金が主となっております。管理人と

か清掃、草刈りの賃金が主で、令和３年度につきますと20万2000円がほぼほぼ賃金となっております。そのほか施

設の管理に必要な消耗品などがこの歳出になっております。光熱水費、それから自動火災報知機とか消火器の点検、

そういったものにつきましては市のほうで直接支払いをしております。 

〇委員長（村越洋一） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） そうすると、位置づけがちょっと違うのかなというふうに思うんですけども、それぞれの地

域の集会施設なんかの火災保険等については、地元地域でもって支払いしたりしているというのがあるんですね、

消火器の点検対応なんかもね。購入なんていうのと点検というのとは中身違ってくるんですけど、そういう位置づ

けでいるんですが、ここは市の施設でもって、指定管理でもって、中身のそういう負担については市でもって負担

していて、管理だけが地元という、ほかの指定管理とちょっとずれがあるような気がするんですけど、その辺のと
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ころはいかがですか。 

〇委員長（村越洋一） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（平井智子） 現在、指定管理施設の中でもそういった自動火災報知機ですとか、いろんな点検業務に

つきましては、市のほうで直接契約をして支払っているという施設がほとんどというふうになっております。です

んで、ここだけが特別ということではないと。 

〇委員長（村越洋一） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 若干のずれあると思うんですけども、それ後でいいです。 

   そこでですね、長い間使っているんですけど、ここでの修繕とか等々で関わったという、この実績、実態はどの

ようでしょうか。 

〇委員長（村越洋一） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（平井智子） 20万円以下の小さな修繕につきましては地元でお願いしているんですが、ほぼほぼ令和

３年度にはそういった修繕などは行われておりません。令和３年度、手すりの塗装修繕ですとか、支障木の立ち木

の伐採、そういった大きな修繕とか業務については、市のほうで直接発注して対応しております。 

〇委員長（村越洋一） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 参考までになんですけども、ここで収入というのは使用料なんだろうと思うんですけども、

その実態、どのような形でもって使用料をいただいているのかなというふうにあるんですけども、細かい計算とい

うのは恐らく抜きにして、大まかな計算でやっていると思うんですけども、地元の人たちが管理して、地元の人た

ちが使うという形の中で、ここで使用料というのは、恐らく電気料であるとか、光熱の絡みであるとかいうのでも

って若干かかるから、そういう絡みの中でもっての使用料の計算なんだろうというふうに思うんですけど、実態は

どうですか。 

〇委員長（村越洋一） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（平井智子） 収入額ですけれども、令和３年度を例に取りますと、指定管理料で24万2000円、そして

前年度からの繰越金が10万円ということで、令和３年度は34万2000円の収入があったということになっております。

施設の使用料につきましては、地元や市のスポーツクラブなどが利用する場合は減免という形になっておりますの

で、今回この矢代コミュニティスポーツセンター、令和３年度では施設使用料はゼロだったということです。 

〇委員長（村越洋一） 太田委員。 

〇太田委員（太田紀己代） 今ほど体育館等の利用についていろいろとお話を受けましたが、以前ですね、コロナ前の

中で、体育館、グラウンドについては、地元の方も結構おられたんですが、それ以外の利用者も多い場所だといっ

たところで話を伺っていたことがございました。コロナ後のところも踏まえて、今後の利用者増とか、あるいは地

元との兼ね合いとか、そういったところについて何か御存じであったら教えていただけますか。 

〇委員長（村越洋一） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（平井智子） 利用者の増につきましては、私どものほうでも、今後ですね、関係団体と連携しながら、

いろんな合宿の利用などもお勧めしたいと思っております。また、いろんな団体さんのほうでも、ほかに活動でき

る場所がないかといったようなところがあれば、こういった矢代の環境のいいところで、周りに何もないですので、

できますよということでお勧めするなどして、利用の促進に対応していきたいと思っております。 

〇委員長（村越洋一） 太田委員。 

〇太田委員（太田紀己代） 今ほど合宿というお話が出ましたけれども、例えば池の平地域、妙高高原地域の中でいろ

んな合宿の中の状況のところで、上越のほうまでマイクロバスで移動されたりとかというふうなことも、これ実際
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あります。そういったところで、妙高地域の中で利用できる、そういう拡大をしっかりとやはり市のほうでも把握

しながら地元と連携をしていくと、そして妙高高原あるいは合宿されている方々とのそういう話合いも、情報の提

供もなさっていくとよろしいかと思うんですが、それについてはいかがでしょうか。 

〇委員長（村越洋一） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（平井智子） 合宿につきましては、やはりそれぞれの団体の希望する施設設備、大きさ、そういった

ものがニーズに合うか合わないかというのもあって、できる限り市内の施設を使っていただければいいんですが、

上越までお出かけになる場合もあるんだろうと思っております。いろんな施設の改修なども行っておりますので、

メンテナンスをきちんとして、そういったニーズにも対応していきたいと思っております。 

〇委員長（村越洋一） これにて質疑を終わります。 

   これより討論を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（村越洋一） これにて討論を終わります。 

   これより採決します。 

   議案第86号 指定管理者の指定について（矢代コミュニティスポーツセンター）については、原案のとおり決定

することに御異議ありませんか。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（村越洋一） 御異議なしと認めます。 

   よって、議案第86号は原案のとおり可決されました。 

                                                     

  議案第８８号 令和４年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第１１号）のうち当委員会所管事項 

〇委員長（村越洋一） 次に、議案第88号 令和４年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第11号）のうち当委員会所管

事項についてを議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。福祉介護課長。 

〇福祉介護課長（岡田雅美） ただいま議題となりました議案第88号 令和４年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第

11号）のうち福祉介護課所管分について申し上げます。 

   最初に、公共施設の光熱費関係に関する補正予算について申し上げます。11ページ中段の２款１項12目ふれあい

会館費のうち新井ふれあい会館に係る総合管理業務委託料224万円と、下段、３款１項２目社会福祉施設費のいきい

きプラザに係る総合管理業務委託料180万3000円につきましては、原油価格高騰等の影響により指定管理料に係る電

気料金とガス料金に不足が見込まれることから、それぞれ増額したいものであります。 

   次に、11ページ中段の３款１項１目社会福祉総務費の福祉施設等物価高騰対策支援事業補助金4387万円につきま

しては、原油価格及び物価高騰の影響により施設の光熱費や車両の燃料費の負担が増加している福祉施設に対し、

支援を行いたいものであります。 

   ７枚ほどめくっていただきまして、議案第88号参考、補正予算の概要を御覧ください。補正予算の概要のうち５

ページ、福祉施設等物価高騰対策支援事業についてを御覧ください。対象施設につきましては、12月１日現在、市

内に住所を有する介護サービス事業所または障がい福祉等サービス事業所を運営する法人とし、サービス種別に応

じた定額の支援金の交付を行いたいものであります。 

   続いて、歳入について御説明申し上げます。戻りまして、補正予算書の９ページをお開きください。上段、16款

２項１目６節新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金のうち4387万円を今ほど歳出で御説明させていた
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だきました福祉施設等物価高騰対策支援事業補助金の財源として充当するものであります。 

   以上で福祉介護課所管分の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

〇委員長（村越洋一） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 続きまして、こども教育課所管分についての説明を申し上げます。 

   まず、歳出について説明いたします。補正予算書10ページ、11ページ下段の３款２項１目、早期療育施設「ひば

り園」運営事業、その下の３款２項２目、認定こども園・保育園運営事業、次にはぐっていただいて、14、15ペー

ジを御覧ください。下段の10款２項１目、小学校管理費、それから次のページになりますけれども、16、17ページ

上段の10款３項１目、中学校管理費、その下の10款４項１目、特別支援学校管理費は、いずれも原油価格高騰等の

影響によりこども教育課関係24施設の電気料金及びガス料金の不足が見込まれることから、光熱水費の補正を行う

ものであります。 

   次に、戻っていただきまして、14ページ、15ページを御覧ください。10款１項２目、教育委員会事務局管理費は、

コロナ禍において、小・中学校及び特別支援学校において、インターネットを利用した遠隔学習をより円滑に行う

ため、マイク、スピーカー一体型専用カメラ38台、タブレット端末用三脚19台を購入するための費用であります。

これら機器を活用することで、ほかの学校との遠隔交流学習のほか、感染症による休校時などの際に学校から家庭

への授業配信がより円滑に行えるようになります。 

   次に、歳入について申し上げます。戻りまして、８ページ、９ページを御覧ください。上段の16款２項１目６節

の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の一部、3128万5000円は、歳出で説明しました園、学校等の

光熱水費及び教育委員会事務局管理費のカメラ等の購入費に充当し、その下の16款２項６目３節の公立学校情報機

器整備費補助金162万円は、教育委員会事務局管理費のカメラ等の購入費用に充当するものです。 

   次に、戻っていただきまして、４ページをお開きください。第２表、債務負担行為補正の２行目の小学校冷房設

備取外及び移設工事費及びその下の中学校冷房設備移設工事費は、令和５年３月に閉校となる妙高高原南小学校の

冷房設備21台を取り外し、他の小・中学校の特別教室に移設するもので、工事の発注、施工時期の平準化と来年の

夏の使用に間に合うよう工事の早期完了を図るため、債務負担行為を設定するものであります。限度額は、小学校

3110万円、中学校1400万円となります。 

   以上でこども教育課所管分の説明を終わります。 

〇委員長（村越洋一） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（平井智子） 続きまして、生涯学習課所管分について御説明申し上げます。 

   補正予算書の17ページを御覧ください。中段の10款５項３目、文化財展示施設等管理運営事業から下段の10款６

項２目、新潟県妙高高原赤倉シャンツェ管理運営事業までの６事業につきましては、原油価格高騰などの影響によ

る公共施設の電気料金やガス使用料の上昇に伴い、光熱水費及び指定管理委託料に不足が見込まれることから、文

化財展示施設や社会教育施設、スポーツ施設など19施設の合計2224万4000円を補正したいものであります。 

   次に、歳入について申し上げます。９ページを御覧ください。下段、17款３項４目１節、赤倉シャンツェ施設管

理委託金51万2000円につきましては、新潟県妙高高原赤倉シャンツェの光熱水費の不足分78万8000円に係る県から

の委託金で、市と県との協定に基づく県負担率65％を乗じた額であります。 

   以上、御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申し上げます。 

〇委員長（村越洋一） これより議案第88号のうち当委員会所管事項に対する質疑を行います。 

   霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 最初にですね、福祉施設の関係で伺います。 
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   いろんな施設があって、いろんなところへの支援金ということになっています。ちょっと分かりづらいというの

があるんですが、それぞれ事業所ごとに条件が違うので、いうことでもって一律計算じゃないなというふうには分

かるんですが、おおむねこの辺の基準単価というのは何をベースにしてこういう形の金額で出てきたのかなという

のを簡単にちょっとお願いしたいなと思います。 

〇委員長（村越洋一） 福祉介護課長。 

〇福祉介護課長（岡田雅美） お答えいたします。 

   基準額につきましては、今ほど委員御指摘のとおり、それぞれの市町村でも全然考え方が異なりますし、施設の

サービス業種によっても異なるということで、当市としての考え方につきましては、主立った介護事業所、障がい

サービス事業所、全部調査するのはなかなか時間的に難しかったもので、主立った事業所の方から４月から９月ま

での光熱費、燃料費を出していただきまして、前年度と比べてどれだけ上がっているか、まず伸び率を算定いたし

ました。その後、じゃ10月から３月までどれくらいになるかということで、その伸び率に前年度の10月から３月ま

での実績値を乗じて１年間の影響額を算出いたしました。それで１年間の影響額を出した上で、じゃ基準額をどう

しようかといったときに、県内のほかの市町村でも同様の取組をやっているところがございますので、そちらの基

準単価を参考にするのと、市の補助金交付基準というのが一応２分の１となっておりますので、そこの兼ね合いの

中でこの基準額のほうを設定させていただいております。 

〇委員長（村越洋一） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 大変なことをやっているんだなと思いました。いろいろとあるんで、なかなかね、微妙なと

こなんですが、これで出して、まだというか、これからというのかな、それぞれの施設等の絡み、その辺でもって

基本計算そのものは打診してあるのか、これでもって一方通行でもってこれだけですよという形でもって出すのか、

その辺の位置づけはどうなっていますか。 

〇委員長（村越洋一） 福祉介護課長。 

〇福祉介護課長（岡田雅美） それぞれの事業所に対してですね、支援策を検討しているというお話はさせてもらって

おりますが、具体的な金額等については委員会審議、議決を得た上でお知らせするのが当然ということですので、

まだ具体的には話しておりません。ただ、いろいろな相談を寄せる中で、市としても何らかの対応は取りたいとい

うようなお話はさせていただいております。 

〇委員長（村越洋一） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） それとですね、施設に対してという形なんですが、全体の一覧表を提示するのか、あるいは

おたくはこれだけですよということでもって、ほかとの絡みは別に公表しないでという、こういう形なのか、その

辺の考え方はいかがですか。 

〇委員長（村越洋一） 福祉介護課長。 

〇福祉介護課長（岡田雅美） １つの法人の中にも、法人ごとに基本的には支出するんですが、その中にもいろんなサ

ービスをやっているとこがありますので、一応一覧表という形でお示ししたいというふうに考えております。 

〇委員長（村越洋一） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） それで、今回これ議会終われば即行動に移るんだろうと思うんですけども、受付期間が２月

末までということになっているんですが、受付、初めはいつ頃を予定していますか。 

〇委員長（村越洋一） 福祉介護課長。 

〇福祉介護課長（岡田雅美） 補助金交付要綱を策定しておりますので、その決裁が下り次第、一応年明けからすぐ始

めたいというふうに考えております。 
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〇委員長（村越洋一） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） ありがとうございました。 

   それでは次に、小学校の冷房設備の関係なんですけども、今説明伺いまして、有効活用でこれはこれでというふ

うに思っています。夏場の時期に間に合うようにということなんですが、業者さんがね、仕事がない時期にちゃん

と、埋め合わせというのはおかしいけども、そういうことができるような段取りでということになるのかな。ただ、

閉校、授業が終わってからでないと工事入れないという、こういうことには当然なるんですけども、その辺の計画、

予定はどんな見通しでいますか。 

〇委員長（村越洋一） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） お答えいたします。 

   今委員おっしゃったように、授業が終わらないと移設できませんので、その前に事務手続を進めまして、先ほど

提案説明の際には夏頃というふうに申し上げましたけども、できれば４月早々から取り外しと着工をしまして、梅

雨ぐらいになりますとそろそろ暑くなってまいりますので、早いところはそのくらいの時期に間に合うように順次

行っていきたいというふうに考えております。 

〇委員長（村越洋一） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） あと、業者対応でもって１点お願いします。 

   撤去作業をやって、それを持っていって増設、取付けということになるんですが、学校によっては電気工事が絡

むというとこもあるかもしれませんけども、この流れですね、撤去するほうは一気に１つの業者で撤去するのか、

撤去して移動するのも、移動する場所の絡みの中でもってこれとこれ撤去してという、こういう形でやるのか、あ

とは業者対応も仕事のない時期というときには少しでも仕事という形もあると思うんですけども、その辺のところ

の考え方はいかがですか。 

〇委員長（村越洋一） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 現在２階とかに設置してある機械もありますので、取り外しに関しましては、まず一

括の取り外しをしまして、足場の設置等無駄のないように行いたいと思います。そちらをストックしておきまして、

今度は取り付ける業者がそこから持っていって取付けをするということで考えております。 

   業者につきましては、これから準備を進めまして、入札といいますか、行いますけれども、その辺はまた業者さ

んと相談しながらやっていきたいと思っております。 

〇委員長（村越洋一） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） できるだけ広くといいますかね、公平といいますかね、そんなような対応はぜひお願いして

おきたいと思います。 

   取りあえず以上で終わります。 

〇委員長（村越洋一） 八木委員。 

〇八木委員（八木清美） 同じく冷房設備についてですけれども、南小学校ではたまたま21台ということで移設される

わけですが、冷房機器については全て同じ内容でしょうか。内容というんですかね、機器の、消耗品ですので、ど

のような状況ですか。 

〇委員長（村越洋一） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 普通教室に設置してあるものは、教室の大きさでもってやっていますので、基本的に

は同じものですけども、例えば少し広い教室等に設置してあるものは若干出力の大きいものもありますので、全て

一律ではありませんが、大体普通教室が中心になっておりますので、同じような規格になっていると思います。 
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〇委員長（村越洋一） 八木委員。 

〇八木委員（八木清美） 規格承知いたしました。 

   あとは、希望に応じて小学校、中学校から募集というか、状況を聞いて設置することになると思うんですが、ち

ょうど21台でぴったし合うわけですね。不足等はないわけですか。 

〇委員長（村越洋一） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 基本的には21台をベースにしまして、優先順位を設けて設置するということで、ただ

希望のあるところでも、稼働率が非常に低いところにつきましては、そこはちょっと優先順位を下げましてやって

おりまして、ほぼ問題なく設置できるというふうに考えております。 

〇委員長（村越洋一） 関根委員。 

〇関根委員（関根正明） 光熱費関係についてお聞きいたします。 

   電気、ガス料金等とありますんで、一律に何％値上げで算定されているか難しいと思うんで、電気が大体何％、

ガス料金が何％の値上げを見込んで算出してあるかお聞きしたいと思います。 

〇委員長（村越洋一） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 学校関係、園関係でいきますと、電気は施設によっても違うんです。大体伸び率とし

ては121％から140％まで若干まちまちです。ガスにつきましてはもう少し伸び率が大きくて、園関係と学校関係で

すけども、140％から160％までちょっと幅がある、施設の規模とかですね、あと使い方にもよるものですから、な

かなかちょっと同じようなベースというわけにはいかないというふうに見込んでいるところです。（後刻訂正あり） 

〇委員長（村越洋一） 関根委員。 

〇関根委員（関根正明） そうすると、やっぱり個々のあれによって算出で加算されているということでしょうか。 

〇委員長（村越洋一） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 今回この不足分の出し方についてなんですけども、考え方はみんなどの施設も統一し

ておりまして、４月から10月までの実績、これは固まっていますので、出しまして、それに11月から３月までの推

計値、どのくらい利用するかというところを伸び率等を見ながら推計をしまして、その合計額に対して予算額がど

の程度不足するかというところで不足額を今回計上させていただいているものです。 

〇委員長（村越洋一） 佐藤委員。 

〇佐藤委員（佐藤栄一） 教育委員会の事務局管理費についてちょっとお伺いしたいと思うんですが、今ほど在宅のと

きに使うとか、交流学習にも使うという説明があったんですが、もう少し具体的に使い方について説明願いたいと

思うんですが。 

〇委員長（村越洋一） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 使い方ですけれども、例えばですね、最近も行っておるところなんですが、例えば他

の学校との交流学習の際にそれぞれの学校と学校をつなぎましてやるような授業、遠隔交流授業を行ったりですと

か、あと今高原中学校ではツェルマットと今言ったような遠隔交流学習を始めまして、今週また２回目になるんで

すけども、その際にやはりある程度しっかりした機器が必要なものですから、そういうところで活用しております。

それ以外には、学校に来られない不登校の児童・生徒とかですね、あと臨時休業時の際に学校の先生方が子どもた

ちとつなぎまして、ホームルームのようなものをしたり、健康観察をしたり、場合によっては授業をするというよ

うな形でもって使いたいということで、通常の授業の中で使うというものと、今言ったように休業時もしくは不登

校の児童・生徒に対して使うということで、２通りに分けて考えて使っていきたいというふうに思っております。 

〇委員長（村越洋一） 佐藤委員。 
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〇佐藤委員（佐藤栄一） この操作というのは、普通の一般の教職員でも簡単に操作できるものなんでしょうか。 

〇委員長（村越洋一） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 操作そのものはそんなに難しいことはなくて、カメラもですね、今考えておるものは、

例えば皆さん並んでいる会議室のところの真ん中にですね、置くと、360度映せるカメラがありまして、それで発言

があるとそちらのほうにピントを合わせて、見ているところに映すというような形で、実際に会議室にいるような

感覚でもって使えるようなものということで、使い方そのものはそれほど難しいものは想定しておりませんで、先

生方、普通に使い方を覚えれば使うことができるものです。 

〇委員長（村越洋一） 佐藤委員。 

〇佐藤委員（佐藤栄一） この台数が一体型カメラが38台、それから三脚が19台というふうになっていますが、各学校

に配分の方法は各１台ずつではないような気がするんですが、その辺はどのようになるんでしょう。 

〇委員長（村越洋一） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 例えば学級閉鎖等を考えたときに、その学年の最大の学級数で今考えておりまして、

例えば新井小学校ですと３台、新井中学校を見ますと５クラスありますので、５台、ほかの学校ですと１台という

ふうな、各学年の教室数で考えて配置をするものです。 

〇委員長（村越洋一） 佐藤委員。 

〇佐藤委員（佐藤栄一） こういうのは早めに対応していくべきだと思うんですが、繰越明許になっていないというか、

この年度中に全て購入して、各学校に配置するという考え方でよろしいでしょうか。 

〇委員長（村越洋一） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） やはりまたコロナの状況、インフルエンザの状況等もございますので、議決いただい

た後に速やかに配置したいというふうに考えております。 

〇委員長（村越洋一） 太田委員。 

〇太田委員（太田紀己代） 福祉施設等物価高騰対策支援事業のところでちょっとお伺いしたいんですが、施設によっ

てはいろんな形でサービスのものをつくっているかと思うんですけれども、実際ですね、救急、突然病気になられ

て、車両で行ったり来たりというふうなことが起こっている場合があります。本当にちょっと細かいところなんで

すが、そういったときに車両代として料金をいただいている施設もあります、実際に。そういった部分なんですが、

期間としていろんな燃料を使った伸び率で乗じて、全てを合わせて計算されるのか、ちょっとその点について教え

ていただけますか。 

〇委員長（村越洋一） 福祉介護課長。 

〇福祉介護課長（岡田雅美） それぞれの関係事業所のほうにですね、照会かけさせていただきまして、単純に使った

量、４月から９月までに使ったガソリン代、そういったものを出していただいて、前年度と比較しております。今

ほど委員さんおっしゃったような、ちょっとその中身といいますかね、事情等まではなかなかしんしゃくして、基

準額というのは出せない部分がありますので、単純に数量で出させていただいております。 

〇委員長（村越洋一） 太田委員。 

〇太田委員（太田紀己代） 福祉事業所にとっては非常にありがたいことなんですね。取りあえず自分たちのサービス

拡大、あるいはいろんな方々へのサービスのために営業活動とか、そういったことも一生懸命やっていますし、利

用者の方に対してよりいいような形で車両を使う場合がありますので、そこら辺の区分けをね、あまり小出しにな

さらないで、本当に大局に対してぜひともしっかりと燃料のところを補助していただきたい、そういうふうに思い

ます。これから燃料費がどういうふうに前後するのか、そこら辺もやはり先を見据えて、次の３月といいますかね、
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そこのところまで見てくださるということなので、非常に高騰しちゃったとか、そういう場合も多少はそういった

ところも考えられるというふうに思ってもよろしいんでしょうか。 

〇委員長（村越洋一） 福祉介護課長。 

〇福祉介護課長（岡田雅美） 今回の支援につきましては、あくまで令和４年度中の影響額を推計したもので推定して

おります。ただ、委員御指摘のとおり今後どうなるか、今回の電気、ガスの料金の高騰については、コロナ、円安、

原油価格、いろんな要因の中でこういう状況になっているというふうに考えておりますので、なかなか今後どうな

るかまでは予見し難いところはありますが、国の対応等も注視しながらですね、今後とも支援が必要であれば、必

要な時期にタイミングを逃さず行っていきたいなというふうに思っております。 

〇委員長（村越洋一） 太田委員。 

〇太田委員（太田紀己代） 福祉施設だけではございませんが、本当に人員不足の中、皆さん努力されておられます。

ぜひともサービスを低下しないようにといったところを考えておられますので、そこのところを本当に市としてね、

温かく見守って、そしてなおかつ支援をしっかりと考えていただきたい、そのように思います。 

   以上です。 

〇委員長（村越洋一） 佐藤委員。 

〇佐藤委員（佐藤栄一） もう一点、小・中学校の冷房設備の移設なんですけど、これ発注方法はどのようにやられる

のかお聞かせ願いたいと思います。 

〇委員長（村越洋一） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） これにつきましては今検討中ですけれども、場合によっては学校別になるのか、区域

別になるのかというところを今相談しているところです。 

〇委員長（村越洋一） 佐藤委員。 

〇佐藤委員（佐藤栄一） 相談中というのはいいんですが、入札の形を取られるんでしょうか、それとも随意契約の形

になるんでしょうか。 

〇委員長（村越洋一） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 基本的には入札で考えております。 

〇委員長（村越洋一） 佐藤委員。 

〇佐藤委員（佐藤栄一） 新規の品物だったら、入札でやっても値段というのははっきりすると思うんですけど、一旦

外して取り付け直すということになると、部品外してみたらこんなに具合が悪いものが入っていたとか、いろいろ

あるんじゃないかなという、中古の場合になっちゃいますからね、そういった場合の対応はどのように部品交換等

を考えていかれるのかお聞かせ願いたいと思います。 

〇委員長（村越洋一） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 正直そこまで深く検討といいますか、協議は今のところしていないんですけども、必

要があれば、その部分予算内でもって、増嵩ではないですけども、多少見るような形は可能じゃないかと考えてお

ります。 

〇委員長（村越洋一） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 入札と聞いたんでね、ちょっと一言だけなんですが、新規でもって、新設でもってセットし

た業者というのは、学校それぞれでやっていますよね。そのときもそれなりに振り分けをしながらやってきたとな

って、私とすれば、できればそういうことで入った業者からそこの学校を受け持ってもらうということになると、

工事する段階の中でスムーズに進むというのがあるんですよね。そういうのを視野に入れていってもいいんじゃな
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いかなというふうに思うんですけど、そのような考え、そうすると学校対応でもって今それぞれの業者が担当でも

って管理というのも絡んでいるはずなんですよ。だから、そういうのも関連してということで視野に入れてもいい

んじゃないかというふうに思うんですけど、いかがですか。 

〇委員長（村越洋一） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 今おっしゃられた設置業者ですとか、そこら辺も踏まえた上で、いろいろ含めて検討

したいと思っております。 

〇委員長（村越洋一） これにて質疑を終わります。 

                   〔「すみません」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（村越洋一） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 先ほどのですね、公共施設の電気代と、それからガス代の関係なんですけども、若干

修正をお願いしたいと思います。 

   先ほど私申し上げましたパーセント、120とか140とか申し上げましたけども、こちらにつきましては、申し訳ご

ざいません、４月から10月までの実際の伸び率になっております。今後見込んでおるものにつきましては、電気料

金については11月から３月までの５か月間で上昇率10％、ガス料金につきましては５か月間で20％見込んだ上で精

査をして、不足額を今回補正に上げさせていただいたというところで訂正をお願いしたいと思います。 

〇委員長（村越洋一） これにて質疑を終わります。 

   これより討論を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（村越洋一） これにて討論を終わります。 

   これより採決します。 

   議案第88号 令和４年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第11号）のうち当委員会所管事項については、原案の

とおり決定することに御異議ありませんか。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（村越洋一） 御異議なしと認めます。 

   よって、議案第88号のうち当委員会所管事項については原案のとおり可決されました。 

                                                     

〇委員長（村越洋一） 以上で当委員会に付託された案件の審査が全て終了しました。 

   議事整理のため暫時休憩します。 

休憩  午前１０時５３分 

再開  午前１０時５５分 

〇委員長（村越洋一） 休憩を解いて会議を続けます。 

                                                     

  所管事務調査について 

〇委員長（村越洋一） 次に、所管事務調査を行います。 

   今回厚生文教委員会では、医療的ケア児への支援体制の現状と今後の取り組みについて、学校の部活動の地域移

行と人材の課題について、タブレットの活用実態と学校の情報発信、情報共有について、こども園・保育園の安全

対策についての４件を調査することとしました。 

   所管事務調査の進め方については、まず初めに調査担当委員から調査理由と概要を説明していただきます。続い
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て、調査項目１番から順に質疑を行います。なお、初めに調査担当委員から質疑を行い、その後他の委員からの流

れで行いますので、よろしくお願いします。 

   それでは初めに、医療的ケア児への支援体制の現状と今後の取り組みについての調査を行います。 

   調査理由と概要について説明をお願いします。 

   太田委員。 

〇太田委員（太田紀己代） それでは、調査のほうをよろしくお願いしたいと思います。 

   医療的ケア児において、６割から７割方のお子さんは重症心身障がい児である場合が多いです。そのほか肢体不

自由とか知的障がいとかいったところ、いわゆるもっと軽度なケースもたくさんあります。そして、医療的ケア児

もそのときのケアの在り方によって、非常にいい形の適切な訓練を受けることで軽快していく、療育環境によって

も軽快していくと、そういったケースもたくさんございます。やはりそういったところで療養施設あるいは病院と

いったところでのいろんなケアを継続していっていただきたいと思いますし、広く保育や学校などを含む施設によ

る支援が重要となってまいります。デイ・サービス施設等も、あるいは放課後児童クラブ含めましてですね、そう

いった環境も大事ではなかろうかと考えております。現在妙高市では３名といったところでございますが、３名だ

から、少ないのか、少数なのかというわけではないと思います。３名おられるといったところでございます。そこ

をしっかりと捉えてですね、妙高市として常に支援の体制を整えることが必要と考えまして、今回の調査をお願い

させていただきました。 

   以上です。 

〇委員長（村越洋一） それでは、指名しますので。 

   太田委員。 

〇太田委員（太田紀己代） まず、皆様のほうにお示しさせていただきました①の医療的ケア児の日常生活支援です。

今は、妙高市におられる方々、皆さんまだ就学前といったところもございます。しかしながら、親御さんも社会生

活をします。そして、そのお子さん方もやはりいろんな形での社会との環境のつながりがございますが、日常生活

支援の現在の状況、皆様、市のほうでどのような形でやっておられるか教えていただきたいと思います。 

〇委員長（村越洋一） 福祉介護課長。 

〇福祉介護課長（岡田雅美） お答えいたします。 

   今ほど委員のほうからお話ありましたとおり、当市の医療的ケア児は現在３名おります。その中でいわゆる日常

生活支援、この聞き取りの中で訪問看護ですとか発達支援事業等で短期入所というような例示がございましたので、

それに沿って申し上げますと、訪問看護を利用している方は現在いらっしゃいません。児童発達支援利用者が１名、

放課後デイ・サービス利用者が２名、短期入所利用者が１名というようにサービス状況、利用状況になっておりま

す。 

〇委員長（村越洋一） 太田委員。 

〇太田委員（太田紀己代） ありがとうございます。デイ・サービスの利用者２名というふうなお話をいただきました。

こちらこのデイ・サービス施設はどちらを利用されておられるか把握されておりますか。 

〇委員長（村越洋一） 福祉介護課長。 

〇福祉介護課長（岡田雅美） 一昨年開設されました上越市のＳｏｒａという事業所でございます。 

〇委員長（村越洋一） 太田委員。 

〇太田委員（太田紀己代） それでは、短期入所施設については、どちらでございましょうか。 

〇委員長（村越洋一） 福祉介護課長。 
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〇福祉介護課長（岡田雅美） さいがた病院を利用しております。 

〇委員長（村越洋一） 太田委員。 

〇太田委員（太田紀己代） なかなかやっぱり市をまたいで行かなきゃならないといったところがあるんですね。これ

から殊に冬期間、昨年といいますか、今年の３月まで大きな課題がありました。雪によって皆さんが出られない、

あるいは施設を利用できないと、施設のほうは受入れオーケーなんだけれども、そこに行けないといった状況が何

回もあったというふうに私Ｓｏｒａさんのところで伺いました。そういったところで、Ｓｏｒａさんのほうでも送

り迎え、送迎をされておられるんですが、降雪によってなかなか大変であったといったところですが、市のほうで

そういった部分の支援とか何かはあったのか、なかったのか教えていただけますか。 

〇委員長（村越洋一） 福祉介護課長。 

〇福祉介護課長（岡田雅美） 施設のほうでですね、送り迎え、たしか妙高市内、それと糸魚川でも多分していたんじ

ゃないかなということで、非常に我々としてもありがたい話ではあるんですが、特別に例えば金銭だとか、そうい

った形での支援は行っておりません。 

〇委員長（村越洋一） 太田委員。 

〇太田委員（太田紀己代） 私は、この医療的ケア児の方々について何度も一般質問をさせていただきました。非常に

前向きな捉え方で動いてきてくださっているのかなというふうには思ってはいるんですが、今後ですね、新たに市

長になられた城戸市長、子ども家庭センターをつくられて、広く、大きく、そしてＳＤＧｓの考え方ですね、誰一

人取り残さないといったところで考えていかれるというふうなところで私大変心強く思っているんですが、そうい

った方への支援もその中へということで、福祉介護課のほうでもそういう検討はなされておられるんでしょうか。 

〇委員長（村越洋一） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） お答えさせていただきます。 

   子ども家庭センターにつきましては、健康保険課、それからこども教育課、あと福祉介護課も当然入ってきます

ので、今の関係課でもってどのような形がよいかというところを検討させていただいております。その中で、先般

市長からもお答えしましたけれども、いろんな子どもたちを支援するというような仕組みになりますので、場合に

よりましては医療的ケア児につきましても、人の配置等はともかくとしまして、可能な状態でもって支援する必要

性については我々のほうでも考えております。 

〇委員長（村越洋一） 太田委員。 

〇太田委員（太田紀己代） 今ですね、ありがとうございました、お答え。国のほうでもやはりそういったケア児の数

が非常に増えていると。ただ、医療環境が非常に整っているところはさらに増えているといった部分ではあります

が、こういった家庭、お子さん、御家族に対しての法律ができたわけなんですけれども、そこに対して御家族への

支援も非常に重要だと。ただ、御家族だけが24時間365日一緒にということではなく、そこの中で御家族も社会参加

ができるように、そういった部分で②のところなんですが、医療的ケア児への支援、これは保育園とか放課後デイ・

サービスとか、少しずつ広がってきているというふうに私も解釈させていただいています。ただ、妙高市にはない

ので、非常に残念なんですが、親御さんへのそういった社会的支援というのは市のほうで何かお考えでいらっしゃ

るかどうか教えていただけますか。 

〇委員長（村越洋一） 福祉介護課長。 

〇福祉介護課長（岡田雅美） 保護者への支援といいますか、いわゆるレスパイト的な要素の施設のことを想定してい

るのかなと思っておりますが、現在上越市のセンター病院と、先ほど申し上げましたさいがたのほうでショートス

ティですかね、という形でのレスパイトによる支援を行っているところでありますので、利用状況等を見ながらで
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すね、例えば場所ですとか、枠を広げるとか、いろいろな検討はしていきたいなというふうには考えておりますが、

現時点で具体的にというところまでは至っておりません。 

〇委員長（村越洋一） 太田委員。 

〇太田委員（太田紀己代） ３名の児と共に生活をされている親御さんたち、御家族の方々は、妙高市でもそこら辺の

ところをね、しっかりと捉えていただきたい。どうも市はこうやっている、やれている、あるいは考えている、情

報網もある、施設も利用していただけるというのがありますよとおっしゃっていますけど、どうも御家族とのギャ

ップが多いんですね。実際にどうも妙高市のほうはなかなかこういった児に対して、あるいは家族に対してまだま

だ足りないんじゃないかという御意見もあります。そういったところからしまして、御家族も併せて生活をしてい

かなきゃならないわけですね。そのまんまずっとずっとお子さんと相対をするだけの生活では、やはりなかなか社

会生活が維持できないといったところもあります。その辺についてもしっかりとケアをしていただくような形を取

っていただきたいと思いますが、その辺のところで何か親御さんからこんなふうに言われたよとかという情報はご

ざいますか。 

〇委員長（村越洋一） 福祉介護課長。 

〇福祉介護課長（岡田雅美） 福祉介護課といたしましては、手帳の例えば申請ですとか、必要な生活サービスとか社

会的サービスということで、相談支援専門員さんが具体的にどういうサービスが必要かということを調整して、そ

れに対して市もそれでいいかどうかの確認をするようなことが出てきますが、直接的に親御さんからですね、こう

してほしい、ああしてほしいというのは今のところ私どもの耳にはちょっと入ってきておりませんので、それでい

いのかと言われると決してそういうわけでもないんで、相談支援専門員さんともよく話し、なおかつ必要であれば

そういった親御さんからの話も聞くように努めていきたいなというふうには思っております。 

〇委員長（村越洋一） 太田委員。 

〇太田委員（太田紀己代） 私も上越市のＳｏｒａを運営されている寺尾さん等々もお話をいろいろとさせていただい

ています。非常に熱意のある方で、一生懸命こういった方々を自分たちで支えたいという本当に強い熱意がござい

ます。そういったところと妙高市との何か関連というか、連携というか、話合いというか、そういうところは定例

的に、あるいは非定例的にでもお持ちであるかどうか教えていただけますか。 

〇委員長（村越洋一） 福祉介護課長。 

〇福祉介護課長（岡田雅美） 上越市のＳｏｒａに関しましては、昨年からですかね、一昨年だったかな、使うように

なって、現在３名の方が利用されているということで、そこの理事長の寺尾さんですかね、ともお話もさせてもら

ったり、あと公共施設でどこか使えないかということで、そういう話もさせていただいておりますが、あちらさん

のほうでもやっぱり経営の問題が当然絡んできますので、例えば看護師さんみたいな方を雇ったり、人材不足とか

いろんな面があるので、そこら辺もまだまだちょっと見えない部分がありますので、引き続き、例えば市内で開設

したいという意向もあるとは十分承知しておりますので、またニーズですとか踏まえながら検討はしていきたいと

思いますが、今もそういう話は続行中ということで御理解いただければと思います。 

〇委員長（村越洋一） 太田委員。 

〇太田委員（太田紀己代） 実際妙高市のほうでもちゃんと御家族に寄り添ったケアといいますかね、支援はなさって

おられるんだろうというふうに思いますし、なさっておられるといったところであります。今上越市内にある施設

との連携といったところが妙高市としたらほとんどになっていくわけなんですね。あるいは、新潟市、下越のほう

までの施設とのこういったところもございます。どんどん増えてきているんですが、全体に上越圏域の中でそうい

った施設との、上越市、糸魚川市も含めた、行政も含めたそういう連携会議というか、そういうのは実施されてお
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られるんでしょうか。 

〇委員長（村越洋一） 福祉介護課長。 

〇福祉介護課長（岡田雅美） お答えいたします。 

   そういった市町村をまたいだ会合につきましては、県のほうでですね、定期的にそういった問題をそれぞれ寄せ

合ったり、あるいは講習会といいますか、講演会みたいなのを開く中で実施されているところで、妙高市、上越市、

糸魚川市のようなところが参加する中で協議しております。 

〇委員長（村越洋一） 太田委員、すみません、ちょっと先行っちゃったんですけど、ここまでの中でほかの委員で何

かあれば。医療的ケア児の日常生活、社会生活、相談体制等あれば伺いますが。 

   霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） この関係についてはですね、私たちも、私たちというより私自身がですね、今回私たち所管

の関係での委員会調査でもって初めて現場を視察をいたしまして、現場視察とともにね、制度の中身というのは全

然認識していなくて、とんでもないことだなということを認識してきたところです。確かに人数も少ないし、表に

出てこないという部分があるんで、なかなか分かりづらいでいるんですが、今それぞれやり取りを聞いていました

けども、結局私たちが視察に行ったときには行政対応でなくて、法の下での制度活用で施設運営をやってサービス

を提供しているという、こういう形だったんですよね。その辺のところは人数的なものもあったり、制度の中身の

問題もあったりなんですが、そこが分かんないでいるという状況で私もいますので、今話聞いている中でもって行

政と、あるいは法の制度の問題といったときにどういう関わりをしていったらいいのか、それから制度要求でどこ

まで出していったらいいのか、この辺の基本的、根本的な考え方を聞かせていただきたいなというふうに思うんで

すが、いかがでしょうか。 

〇委員長（村越洋一） 福祉介護課長。 

〇福祉介護課長（岡田雅美） お答えいたします。 

   まず、法律的なもので申し上げますと、2021年の６月に医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律と

いうのが成立し、９月から施行されております。この法律によって国や地方公共団体、これまでは努力義務だった

のが義務化されるということで、いろいろ例えば病院ですとか学校ですとか、当然学校が終われば今度我々のどっ

ちかというと障がいサービスの部分、そういった絶えず医療的なケアが必要な子どもに対してどのような行政とし

て措置、対応を取らなきゃいけないという、輪切りでなくて、生まれたときからどうやっていくか、そこら辺をこ

の法律の中でどうしていくかという部分が出てきます。ですんで、正直障がい分野でいうと、例えば集中治療室か

ら出た子どもが、まず保健師さんのとこに恐らく連絡行くのかと思うんですが、そこから役所の中に連携されてい

くと。あるいは、定期健診の中でこの子ちょっとおかしいという形でそういう医療的ケア児が見つかる場合、どこ

の時点でそういう子どもたちが発見されるかによってちょっとルートは異なっていくんですが、先ほど来申し上げ

ますとおりの健康保険、こども教育、障がい、福祉、それがチームをつくる中で対応していくべきということで、

まだその辺がはっきりですね、子ども支援センターの絡みもあるんですが、はっきり示せていない部分というのは

否めない部分があるんで、そこら辺をもうちょっと明確にしていきたいなというふうに考えております。 

〇委員長（村越洋一） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） でき得ればですね、私たちもそういう勉強会もやらなきゃいけないなというふうに思ってい

るんですけども、大まかになんですけども、例えばそういう事態が分かった、いろんなケースがあると思うんです

よ。その後の関わりについてだって、いわゆるそれぞれの所管絡みでもって、この部分はここの関わりでこうです

よという、それは幅広くなってくると思うんですけども、大まかな形でね、例えば発見された、その後の対応のい
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わゆるルートというか、道筋というかね、流れ、大まかなこの流れだけでもできれば私たちに教えていただくと、

そうするとそれぞれの形の中でもって、次のステップでこうなるけど、これはじゃどこの所管行って確認したらい

いとかって、こういうのも見えてくるんでね、どこかの機会でもってそういうのを出していただくと非常にありが

たいなと私的には思うんですけども、その辺のとこはいかがでございましょうか。 

〇委員長（村越洋一） 健康保険課長。 

〇健康保険課長（田中かおる） お答えいたします。 

   次の委員さんの質疑の中にもあるんですけれども、医療的ケア児のお子様が誕生した場合、市役所のほうではど

ういった対応を実施していますかといったところになりますが、医療的なケアを要するお子様が出生された場合は、

今後様々な支援が必要ということになりますから、基本的には病院が養育される方にまず同意を得た上で市役所の

ほうへ、うちでいうと健康保険課になりますが、連絡が入るような形になります。その支援の要請が入ってから、

ケースによっては入院中から訪問させていただいて、親御さんと対面した後、これからのことを相談させていただ

くようなこともございますし、中には退院後自宅のほうにお邪魔して、お子様の発育や発達の状況なども確認させ

ていただきながら、養育していく上での様々な困り事に関しては相談に応じているというような状況であります。 

〇委員長（村越洋一） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 次、また次のステップの中でということですけども、元は医療関係からスタートして、その

次のステップでもってそれぞれの対応を振り分けしていくという流れの中で、その流れは今説明の中で分かったん

だけども、そこが絡んだときに、じゃ法的に、制度的にいった組立てもいろいろあると思うんでね、その辺のとこ

はじゃ次のステップ行くのかな、あたりでもってまた聞かせていただければと思います。ありがとうございました。 

〇委員長（村越洋一） 続きを、太田委員。 

〇太田委員（太田紀己代） 本当に今のそこのところなんですね。医療費といったところで、実際償還払いであったり

とか、いろんな形で医療費の助成をしようと思って、小児慢性特定疾患の医療費とか、いろんなものがございます

ね。在宅療養指導管理料の中でのいろんな算定の中での支払いとか、そういった部分の相談というのはどういった

形で応じておられるんでしょうか。 

〇委員長（村越洋一） 健康保険課長。 

〇健康保険課長（田中かおる） お答えいたします。 

   当市におきましては、基本的には生まれてから中学生までは医療費は無料ということになっておりますので、こ

ういったところはほかの支援の助成などがありましたら、そちらのほうに対応していただくことにはなりますが、

どちらかといいますと、私も障がいがあるお子様のところへ病院に伺った際に、お母さん方は何をやっぱり心配す

るかというと、これからどういうふうに自分たちの子どもが成長していくのか、そしてどういった支援が受けられ

るのか、そういったところを常々心配されていて、その悩み事を常に私たち支援者がきちんと把握した中で、こう

いうふうな支援が受けることできますよだとか、対応していくことでお母様も少しずつ安心をしながら子育てをし

ていけるようになったというふうにもお聞きしておりますので、やはり誕生してから間もないうちからですね、支

援者が関わっていくということが非常に大事になってくると思っています。その中には医療費の疑問なども問いか

けられることもありますが、さほどそんなに医療費のことで悩まれるというよりは、支援体制はどうなのかといっ

たところを心配される親御さんが非常に多いと思います。 

〇委員長（村越洋一） 太田委員。 

〇太田委員（太田紀己代） 確かに妙高市はそういった意味では手厚くいろんな形で支援をしていただいているといっ

たところで、本当にありがたく思っています。親御さんのほうもそういった部分ではあるんですが、やはりその後
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が気になるんですね。まだまだそこまで大きく成長はされておられません。ただ、学校に上がったらどうなるんだ

ろう、あるいは中学になったらどうなるんだろう、そこを卒業したらどうなるんだろう、そういったことも糸魚川

や上越市の方でも体験されている方がおられるんですね。中学卒業してからなかなか利用できるものができなくな

った、あるいは高校を卒業する段階になったら、今度はもう全く何もできなくなってきているというようなことも

ございます。やはり長い目でしっかりと、福祉介護のところも非常に今重要な部分でありますが、健康保険という

か、そういったところと、そしてこども教育ですね、そこの３者の連携、そして親御さんの税のところとか、非常

に幅広い相談をしていただかなきゃならないんだろうなと思うんですね。そういったことを見据えて今も検討に入

っておられるか、あるいは入っていただけるのか教えていただけますか。 

〇委員長（村越洋一） 福祉介護課長。 

〇福祉介護課長（岡田雅美） 先般の市長への一般質問の中でもですね、子ども家庭支援センター設置に際して医ケア

児も途切れることがない、連続した中での取組の支援ということで検討していきたいという回答がありましたとお

り、そういう方向に動いていきたいというふうに思っております。 

〇委員長（村越洋一） 太田委員。 

〇太田委員（太田紀己代） あともう一点だけなんですが、御家族の方、市の方とやっぱりきめ細やかな話をさせてい

ただきたいというところなんですね。そういったチャンスというのはどういった形でつくればいいのか、あるいは

こちらからどんどん出かけていかなきゃいけないのか、その辺について教えていただけますでしょうか。 

〇委員長（村越洋一） 福祉介護課長。 

〇福祉介護課長（岡田雅美） ３名のうち、私も窓口に来てよく見かけたりするんで、お話しする機会はもちろんある

んですが、ただその場でこういうことが困っているとか、細かいことまでなかなかおっしゃれないとすればですね、

ちょっと場所を変えるとか、何とかお話しいただくような機会というのは意図的につくっていくべきかなというふ

うに考えています。なかなか窓口でそういう話はやっぱりしづらいのかなというのが今実感ですね。その辺はちょ

っと考慮したいなと思います。 

〇委員長（村越洋一） 太田委員。 

〇太田委員（太田紀己代） 個人情報といいますか、そういった部分もあろうかと思います。ぜひとも市の中でも配慮

していただきながら、たくさんのそういった医療ケア児の住んでおられる地域とやっぱり違うんですね。そういっ

たところでは、行政も一歩も二歩も三歩も前に出て、手を差し伸べる形でぜひともやっていただきたいと思います。 

   どうもありがとうございました。私からは以上です。 

〇委員長（村越洋一） 八木委員。 

〇八木委員（八木清美） 一般質問のときにですね、保健師の対応も考えられるというような話をちょっと受けたんで

すけれども、兼務という形になるかと思うんですけれども、保健師の対応、今課長さんがですね、対応されている

ほか、不足の部分とかきめ細やかな部分については保健師さんの対応というのは非常に重要になるかなと思うんで

すが、その辺は当市の場合いかがでしょうか。 

〇委員長（村越洋一） 健康保険課長。 

〇健康保険課長（田中かおる） お答えいたします。 

   保健師は、これまでお子様の成長や発育状態を、経過を見ながら、お母さんと一緒に確認していく作業はみんな

できるんですけれども、やはりこういった必要な支援につなぐといったところではコーディネーター的な仕事も必

要になってくると思います。そういった意味では、介護でいえばケアマネジャーさんのような役割をやはり保健師

も必要なサービスがどこにあって、どういったサービスを使えばお子様の成長に役立てるのではないかといった提
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案みたいなものもできるようになっていかないといけないかなというふうに思っております。 

〇委員長（村越洋一） 八木委員。 

〇八木委員（八木清美） 当市の場合は、まだコーディネーターというところまではいっていないというふうに私はお

聞きしていたんですけれども、把握していますが、その辺ですね、例えばですね、保護者の、特にお母さんが関わ

ることが多いと思うんですが、御兄弟がいた場合とか、例えばお兄ちゃん、お姉ちゃんの学校に関する子どもへの

対応も保護者がしなければいけないとか、そういう空き時間、必要な時間、ほかに費やさなきゃいけない、普通の

生活ができない場合も、ケア児にずっとついていかなきゃいけないということもある場合は、なかなか不自由な生

活が続くと思うんですね。そこら辺が普通の方の生活にはない、なかなか言えないし、これはぜいたくなのかどう

なのかという、そのことすら多分保健師さんとかにもなかなか言えない部分なのかなと推察します。その辺のコー

ディネーター等はやはり当市の場合は、努力義務から義務という法改正になった上では、私は必要じゃないかと思

いますので、その辺は特に今後建設的にまた考えていっていただきたいと思う部分ですが、いかがでしょうか。 

〇委員長（村越洋一） 健康保険課長。 

〇健康保険課長（田中かおる） お答えいたします。 

   現在子ども家庭センターをこの３課で協議している最中ですが、そういったところでは必要なサービスといった

ものも身近に訪問している保健師などがお母様たちからお聞きした中で、市にとってこういうふうなサービスが必

要だといったところもやはり提言していかなければならないというふうにも思っていますし、そういった役割をま

た保健師が担っていかなければいけないんだろうなというふうには考えております。 

〇委員長（村越洋一） 太田委員。 

〇太田委員（太田紀己代） 申し訳ございません、私ばっかりしゃべりまして。 

   先般も一般質問で医療のコーディネーター役の設置といったところで提案させていただきました。上越市には３

名おられるんですね。そういったところからすれば、当市ではなかなか難しい。こういった資格を持っている方も

少ないと思うんですね。そういった部分で上越市とのつながりをしっかりと行っていくところが重要だと思います。

保健師さんは、もっといろんな市民の健康のところとか、すごく膨大な量があると思うんですね。本当に医療ケア

児、あるいはそういった発達障がいの方々に対しても支援をしていくためには、きめ細やかなこういった形のとこ

ろで上越市との連携をお考えになったらどうかなと思うんですが、その辺については今もうやっておられるんでし

ょうか。 

〇委員長（村越洋一） 健康保険課長。 

〇健康保険課長（田中かおる） お答えいたします。 

   保健師に関することで言いますと、こういった医療的ケアが必要なお子様に関しての支援を各病院とも連携しな

がら実施しているところなんですけども、そういったところでは上越市さんもいらっしゃることがありますので、

時に触れてお話を聞かせていただくことはあるかと思います。 

〇委員長（村越洋一） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 現場に入ったときはですね、保護者の皆さんは非常に負い目を感じて、言いたいこともなか

なか言えないでいるという、こういう実態が非常に多いと思うんですよね。したがって、直接対面したときにも十

分に自分の気持ちを話せるかというと、決して私はそうじゃないなと思うんですね。一般的に見ていくと、市民の

皆さんも役所の人というとちょっと構えるというような風潮といいますかね、そういうのがあると思うんですね。

したがって、そういう人たちの相談役という位置づけの中で何でも言えるような環境づくり、そのためにはという

ことでもって、今ほどもありましたようなコーディネーター、ケースワーカー、いろんなパターンがあると思うん
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ですね。そういうのをいかに組立てしていくかということが必要なことだと思いますし、専門職でもって、それだ

けでもっていれるかというと、別にそれだけじゃなくたってというのはあると思うんですね。ただ、やる中身とし

ては、まず実態を把握する、制度との絡みでいく、そのつながりの所管課、病院、施設絡みみんな対応していくと

いうことになると、今介護の関係でやっているような形も必要になってくるのかな。家庭訪問したときには本当に

安心して話せるという、こういう環境をつくっていくということが必要なんで、単純に言葉で言うのは簡単だけど

も、なかなか大変だなと。だけど、大変なんだけども、今後そういう形はどうしても必要になってくるなというふ

うに思いますのでね、子ども家庭云々という、こういう絡みの中で、関係するところと当事者が安心して相談でき

るシステム、これは何としても構築してもらわなきゃいけないなと。そういう保健師さんをちゃんと育てていくと

いうことも必要なんで、そのポジションをどこに置くかというのは、さっき役所の人間だと構えるというのはある

んですけども、その辺のところも視野に入れた中でもって組立てしていってもらわなきゃならない課題だなという

ふうに思います。それぞれに例えば施設へ行く、あるいは学校対応、幅がいろいろあるもんですから、その幅の中

身の形態そのものも違うという形の中で対応も違ってくるわけなんで、その辺のところはしっかり組立てしてほし

いな、システム的には私たちにも見えるような形でもって提示してほしいなというふうに思うんですけども、今後

の課題ですけども、いかがですか。 

〇委員長（村越洋一） 福祉介護課長。 

〇福祉介護課長（岡田雅美） 今ほどの話ごもっともな話で、例えば日常生活支援、社会生活支援、御家族への相談体

制とか支援にしましても、いろいろな立場の方が当然関わってこなきゃいけないということで、いわゆる、使い古

されたような言葉でありますが、多職種連携ということで、医療、福祉的、学校も含めてですね、いろんな関係者

が１つのチームになってですね、対応していくような形を取って、そういう形で支援していきたいなというふうに

考えております。 

〇委員長（村越洋一） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 関連で１点だけあれしてください。 

   医療的ケア云々だけじゃないんですけども、そういう絡みの中でいろいろ絡んでくるというのが今のコロナ対策

の関係もあるんですね。そういう子どもたち、あるいはそれに近い子どもたち、そういうところの守るという、こ

の辺のとこも含めたりする中で一般にも絡んでくる。今実際には子どもの感染者が増える、家庭でも増えている、

この辺のところが一般社会の中でも報告事項の中身が変わって、市民の皆さんにはなかなか見えづらくなってきて

いるというとこなんですね。だから、全般的にこういうところにも絡んでいくような課題でもあるし、市民の皆さ

んもそれに対する危機感を持つ必要は当然あると思うんですけどね、今の国の一方的なああいう形での発表だけで

いいのか、あるいは私たちはでき得れば細かい発表じゃなくて、やっぱり特別な事情、例えばなんですけども、保

育園がクラスでもって休園しますとか、学校も学級閉鎖しますとか、学校閉鎖になれば当然なんだけども、そうい

う形のもの、例えば毎日でないにしたって、今はもう既に対応はインフル対応だと言っているんで、インフルエン

ザと同じような対応でもって市民にも注意喚起をしていくという、こういうものも必要じゃないかなと私は個人的

には思っているんですけども、ちょっと関連になりますけども、その辺の考え方お聞かせいただければと思います。 

〇委員長（村越洋一） 健康保険課長。 

〇健康保険課長（田中かおる） お答えいたします。 

   コロナの関係になりますが、感染者の状況というのは、これまで私たちも把握が十分にできるような状況ではな

く、さらにまた統計的なところで、国の発表や県の発表でしか確認することができない状況です。なので、市民の

皆さんの不安をできるだけ払拭できるようにはしたいとは思っているんですけれども、今の現時点では市内で発生
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している状況を事細かく発表することはできないというような状況です。ただし、市のほうで把握できる、例えば

保育園や介護施設などでクラスターや非常に多い感染者が出ているというような状況については、市内の医療機関

の先生方とも情報を把握しながら、診察に当たっていただいているような状況だということで御理解いただきたい

と思います。 

〇委員長（村越洋一） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） ぜひ公表の方法を検討していただきたいというふうに思うんです。それぞれの地域の中では

いろんな形でね、うわさ話でそれが広がっているという、この状況というのは私は払拭しなきゃならんというふう

に思うんですね。例えばあそこの施設でどうとかこうとかみたいな話が、そういううわさ話というのはとにかく輪

をかけて大きくなっていくという形があるもんですから、だからその辺のところは、毎日対応でないにしたって、

どういうパターンで皆さんに知らしめるか、やっぱりここでできる範囲ということになりますけど、いわゆる公表

の範囲が違ってきますからね、県単位になっていますから。その辺のところをぜひ御検討いただきたいというふう

に思います。ありがとうございました。 

〇委員長（村越洋一） 私たち名古屋のほうにね、医療的ケア児見せていただいて、非常にやっぱり現場見ると課題を

物すごく感じましたし、これから医療的ケア児、弱者を象徴するような形だと思うんですよね。今後こういったこ

と非常に大事になってくると思いますので、ぜひともよろしくお願いしたいと思います。 

   そのほかなければ、議事整理のため暫時休憩します。 

休憩  午前１１時３７分 

再開  午前１１時４３分 

〇委員長（村越洋一） 休憩を解いて会議を続けます。 

   引き続き所管事務調査を行います。 

   それでは、学校の部活動の地域移行と人材の課題についての調査を行います。 

   委員長を交代します。 

                   〔委員長、副委員長と交代〕 

〇副委員長（太田紀己代） それでは、２番目の調査理由と概要について、調査主任、村越委員より説明をお願いいた

します。 

〇村越委員（村越洋一） 貴重な時間をいただきましてありがとうございます。こども教育課と、それから生涯学習課

ということで、当市においてはですね、教育部局またがっていて、非常に複雑かつ重要な問題だと思いますので、

テーマにして調査をさせていただきたいと思います。 

   今ですね、学びの社会的な環境、非常に大きく変化している時代だというふうに思います。学校の先生において

は、長時間労働是正のために教師の働き方改革など行われております。それから、やはり人口減少というところで

ですね、学びの場、そして環境をどうやって支えていくか、非常に大事なところだと思います。なおかつ高齢化と

いうことでですね、長寿命化する中でリカレント教育、学び直しとか、こういったこともテーマになってきており

ますし、非常にこれからの課題として大事な部分だと思いますので、実態等を調査させていただきたいと思います。 

〇副委員長（太田紀己代） それでは、調査項目の①、中学校の部活動の地域移行についての質疑を行います。 

   村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 中学校の部活に関してはですね、土・日と祝日原則休みとする方針というか、そういったも

のが全国の自治体でも出されてきています。妙高市としてですね、どのようなお考えなのか、まず大きなところで

御質疑させてください。 
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〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） お答えいたします。 

   先般国のほうからそのような話が出まして、その後妙高市のほうでは、まず令和３年度、４年度で各中学校の部

活動について一部地域移行できるものについては試行的にやりましょうということで取り組んでおります。その中

で問題の把握ですとか、というか、課題の報告ですとか、あと関係機関との体制の整備に取り組んでいるところで

す。国のほうでは令和８年度から完全移行というふうなお話が当初は出ておりましたけども、昨日、今日あたりの

新聞によりますと、令和８年度の達成にはこだわらずというふうなお話も出てきております。ただ、妙高市につき

ましては、令和３、４から取組を始めまして、５、６、７につきましても基本的にはこれまでと同じように課題を

整理しながら、取り組めるところから取り組んでいきたいというふうに考えております。その中で人材の確保です

とか運営組織の体制等を整えた中で、可能であれば８年度からの完全実施を目指したいというような目標でもって

取り組んでいるところです。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） ありがとうございました。８年度に完全移行ということで、それに向けて５、６、７と準備

していくということですよね。そうすると、来年度から少しずつ始めるということになるのかと思うんですが、ち

なみに来年度どういった形になるんですか。 

〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 前段で申し上げましたように、まず令和３年度から試行的に取組を始めていまして、

その中で３中学校でできる部活動について試行的にやりましょうということで、令和３年度については５つの部活

動、今年度につきましても同様に５つの部活動で、内容は若干、部活動の種目は変わっておりますけれども、それ

ぞれの学校から上げていただいて取組をしております。令和５年度以降につきましても、学校のほうと協議をする

中で、取組、土・日の地域移行が可能な部活動、もしくは取り組んだ上で課題の洗い出しが必要な部活動について

は引き続きやっていきたいと思っておりますけども、今まだ学校のほうから特にこの部活動というのは上がってき

ておりませんので、今後それが上がってきた時点で、また例えば地域スポーツクラブとかですね、それ以外の人材

確保が必要になりますので、協議をしてまいりたいというふうに考えております。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 大きく分けて学校のほうの体制の課題と、それからそれを受ける受皿というか、あると思う

んですよね。受皿がしっかりしていれば、学校だって渡しやすいというような関係だと思うんですが、今どちらが

どういうバランスになっているのか、大きな話になるんですけど、どんな感じでしょう。 

〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） やはりですね、今地域の受皿がなかなか厳しいというような状況になっております。

地域スポーツクラブでもいろんなクラブ活動等ありますけれども、それは別に中学生だけではなくて小学生も入っ

ておりますので、そういう部分の育成との絡みもありますし、そこにいきなり中学生がどかっと入ることによりま

して、従来やっている活動ができなくなるおそれもありますし、また中学校の大人数が来たときに、それを指導す

る指導員が果たして十分かというと、なかなかそれも難しい種目がたくさんあります。というところでやはり受皿、

今度はその受皿の中で指導していただく指導員の方の育成というところが一つの大きな課題だというふうには考え

ております。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 受皿ということは、ある意味団体というか、そういったものだろうと思いますし、その団体
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構成するのは一人一人の人材だと思うんですけど、人口減少していけば、おのずとそういった人材も高齢化したり、

いなくなっていったりということになりかねないのかなという心配があるので、その辺の対応をどうするかという

ところが一番重要なのかと思うんですけれども、例えばですね、上越市では部活動の地域移行の進め方について、

専門の検討委員会で話合いが進められているということなんですね。それに対応するための本当に専門の組織とい

うか、いう形ももしかしたら必要なのかなと思うんですが、市はその辺りどんなふうな考え方でしょう。 

〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 検討委員会というふうな看板までは上げていませんけれども、昨年来から市だけでは

なくて、今言ったスポーツクラブ、それから学校の代表者、あとは指導員の方からも入っていただきまして、実際

にやれるかどうか、どのような形でやったらいいかというところについては協議をさせていただいております。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） その次ですね、課題の関係なんですけれども、要するに少子化がどんどん進んでいくわけで

すよね。その中で、現状部活やるにしても部員が少なくてできないという形になってきていると思うんですね。そ

れはもうどんどん進んでいくことですし、今現在それに関わっている先生や学校や子どもたちいるわけですから、

そこら辺の課題というのは具体的にどういうふうにしていくというふうな方針みたいなものはあるんでしょうか。 

〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 通常の部活動に関しては、一般的には月から金曜日については教員が顧問という形で

もって指導したりしております。ただ、専門性ですとか、あとやはりその上でのしっかりした指導というところで、

地域部活動とはまた別ですけども、部活動指導員というものを配置をして、経験者だったり、実際に競技をしてい

る方から指導をやっていただいたりしている部分があります。 

   あともう一つ、今言った人口減少に伴う部活動としての単独チームができるかどうかというようなところなんで

すけども、やはり３中学校のうちでも、例えば高原と妙高中学校に関しては、野球部ですとかが単独チームができ

ないということで、土・日に関しては、試行的ですけども、合同部活動ということで、両方の中学校の生徒さんが

集まってやったりしています。今後そういうふうな動きというのは既にもう出てきておりますけども、他の市町村

でも当然ありますし、あと中体連の大会につきましては、来年度から学校の部活動単位ではなくてクラブチームで

も可能だというような方向性を出しております。そういう中で、また学校の部活動とクラブチームというところの

両方での種目に対する参加というふうな形というのが今後進んでいくんじゃないかなというふうに捉えております

けども、ただそれはそういうふうなクラブチームの受皿がないとできないことですので、なかなか難しいなという

ふうに捉えております。なもんで、結局子どもが減れば配置される教員も減りますので、通常の月から金曜日の部

活動についても顧問する教員自体も減ってくるということもありますので、やはり学校によっては部活動の種目自

体が減っていくということになりますし、なおかつその上でもって大会等に参加するのが難しくなるような部活動

も出てくるというのは今後も進んでいくと思いますので、最初に申し上げた学校をまたいだ合同部活動というのも

今後はやらざるを得ないなというふうには考えております。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 当然団体でやるものに関しては、少なければどこかと一緒にやるしかないと思うんですよね。

私の経験だと、私はある程度人数がいた学校の頃にいましたので、やっぱり先輩がいろんな部活を学校の中で見せ

てくれることで非常に憧れを持って、じゃ今度こういうことをやってみたいなとか、そんなふうな形になっていく

と思うんですよね。ですから、一緒になってやるという中でも、学校であったああいった環境というんですかね、

づくりを丁寧に進めていけるように考えなくちゃいけないなというふうに思います。そういう意味で、地域がです
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ね、少なくともそういった受皿の一人一人の人員になっていくと思うんですよね。よそから連れてくるということ

ではなくて、やはり地域の中でそういう体制をつくっていかなくちゃいけないんじゃないかなというふうに思いま

す。 

   それはまた後にしてですね、先ほどお話あった先生の、教師というか、の働き方改革の関係で、要するに部活は

全然タッチしないというか、そういったことをしながら先生方の時間、勤務の時間ですね、短縮していくというこ

とが一つの目標になっているんだと思うんですが、実際どうなんでしょう、それを進めていく中で、本当に学校の

先生というのは働き方改革に関する時間短縮というか、そういったものにつながっていっているんでしょうかね。

それとも、今現在やっぱりそうはいっても働く時間はあんまり変わっていないんだよというような話も聞かないこ

ともないので、目指すんであれば本当にそれを実行して、先生のですね、本来の仕事ができるような形に持ってい

っていただきたいと思うんですが、その辺の本音の部分はどんな感じでしょうか。 

〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 教員の本来の仕事というのは子どもに勉強を教えることなんですけども、それ以外に

今話に上がっております部活動というものも確かに担っている部分というのが大きいです。昨年でしょうかね、コ

ロナ禍でもって部活動が一切できなかった時期があったんです。そのときは、教員の方の残業時間というのはぐっ

と減っています。なもんですから、教員の部活動での拘束時間といいますか、関わる時間というのはかなりやっぱ

りウエートが高いなというふうな捉えはしております。そうはいってもそれ以外に、やはり通常の勉強以外に子ど

もさんの指導だったりとか、保護者とのいろんなやり取りというのもありますので、部活動やめたからといって残

業が全てなくなるわけではありませんけども、ただ残業の中である程度大きなウエートを占めているのは部活動と

いうふうな捉えではあります。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） あともう一つですね、これから指導者に対して今度は地域の方々にお願いしていくというよ

うな形になってくると思うんですが、民間委託とか、それぞれの方法でもってやるような形になるんでしょうが、

費用の考え方ですね、どんなふうに指導者に対して費用を考えておられるのか、お願いします。 

〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 費用につきましては、基本的には保護者負担が原則だというふうに捉えております。

ただ、そうはいっても経済的に厳しい御家庭というのも当然ありますので、そういう部分の配慮というのもせねば

ならないというふうには考えておりますので、それらにつきましては、他市も恐らく同じような状態になるかと思

いますので、そこら辺の、他市ともまた様子を見ながら、あとは国や県のほうにもそういう部分の支援といいます

か、そういうふうなところを働きかけていく必要があるというふうに捉えています。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 国のほうでも地域移行に対して予算をつけていると、そんなふうな話も聞くんですが、受益

者負担というところでですね、やっぱりやる方に対していろんな負担がこれからかかってくるということなんです

よね。そこら辺負担があるから、進まなくなっていったということでは、やはり本来の重要な活動の中で得られる

学びというか、そういったものが得られなくなってきますので、そうならないようにですね、考えなくちゃいけな

いというふうに思います。そこの課題というのは当然市だけで抱えるものではないと思うんですよね。保護者もも

ちろんそうだし、地域の方も当然それをバックアップするような体制をつくっていかなくちゃいけないと思うんで

すよ、全体で支えていくというか。そういったところの課題というのが、私思うになかなかやっぱり一般の市民の

方には伝わっていないような気がするんですね。当事者は当然お金がかかればかかるという部分が非常に負担にな
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ってくるんで、分かるんですけど、そこら辺を上手に発信しながらやっていかないと、やっぱり人材というのは見

つけられないし、育っていかないし、そういうところをですね、ぜひともお願いしたいと思うんですが、私最後で

す。それいかがでしょうか。 

〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） やはり今までとやり方が変わるという部分もありますし、今言った経費負担という部

分もありますので、広く市民への周知というのは必要だというふうに考えております。各学校だよりというふうな

ものもありますし、それ以外に教育委員会だよりというようなものを年３回程度出していまして、その中でも地域

部活動への移行については説明させていただいていますけども、また引き続きそういうふうな機会をなるべく捉え

まして、いろんな発信はしていきたいというふうに考えております。 

〇副委員長（太田紀己代） 関根委員。 

〇関根委員（関根正明） 今るる出てきましたけど、県のスポーツ協会の理事会でもかなりこの辺の話題が出ておりま

す。今、日本の学校体育というのはほとんど無料の世界でやってきた世界で、果たして有料がなじむかというとこ

ろが非常に問題があると思うんですけど、ヨーロッパ等のクラブ制という形を取れば、それが当たり前なとこはあ

るんですけど、日本ではなかなかそれが浸透するまでかなりかかるんじゃないかと思います。 

   それとあと、問題としては指導者の給与といいますか、今のところだと日当で時間計算みたいな形しか出せない

状況になっているんで、それではなかなかボランティアの域を出ないんじゃないかと思うんですけど、その辺どの

ようにお考えでしょうか。 

〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） おっしゃったとおり、日本の今まで培ってきた文化というものがそういうふうな形で

やっておりますので、なかなか難しいと思いますけれども、そこは一つの切り替える今が節目なのかなというふう

に捉えています。なもんですから、そこのところは説明をしながら御理解いただく必要があると思いますし、あわ

せまして、先ほど言ったように、じゃお金が負担できないんで、やりませんというふうな子どもさんが出てはいけ

ませんので、そこのところを支援するような制度についても、国・県のほうへはお願いしていく必要があるという

ふうに捉えています。 

   あともう一点は……すみません。 

〇関根委員（関根正明） 取りあえずいいです。 

〇副委員長（太田紀己代） 関根委員。 

〇関根委員（関根正明） それと、中学校の場合は今先生が一緒でないとなかなか大会に出られないという現状がある

んで、その辺が地域型のこういう形になったときにクリアできるのかどうか、その辺はどのようにお考えでしょう

か。 

〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 部活動指導員という制度がありまして、その中で教員が付添いできないときに部活動

指導員がついていくというのは今認められておりますので、その辺はクリアできるかと思います。 

〇副委員長（太田紀己代） 関根委員。 

〇関根委員（関根正明） 以前も、大分昔ですけど、教員が普通の宿泊で引率した際に事故に遭って、補償の問題がい

ろいろ問題になった事件があるんですけど、その辺の考えはどうなんでしょう。 

〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 大人数で動くときにはこちらのほうでバスを出したりというような形で出しています
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し、教員がですね、例えば以前でしたら、多分関根委員おっしゃられたみたいにマイクロバスを運転して行ったと

かというのがあったようですけども、今少なくともそういうふうな状況ではありませんので、基本的には遠征です

とか大人数の移動に関してはこちらのほうでバスを用意するといいますか、借り上げや何かについて対応しており

ますので、あまりそこは問題ないのかなというふうには考えております。 

〇副委員長（太田紀己代） 関根委員。 

〇関根委員（関根正明） 最終的に現在のところ教育委員会で考えているところは、コーディネートの主立ったものを

学校単独でやるのか、それとも地域型スポーツクラブまたは競技団体がやるのか、それとも共同でやるのかという、

どのように考えて、これから協議していくに当たってどこまで広げて協議されるのか。 

〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 全ての競技をやるには、やはり人材という部分で地域の受皿というのが欠けていると

思います。当面足りない部分でどうしてもやりたいというふうな種目に関しては、教員の兼職兼業、なかなか働き

方改革というところでは悩ましいところではあるんですけども、それも一部残す必要は、徐々に減らしていくとい

うような形になると思いますし、ただ基本的にはやはり学校から切り離して地域のほうでやっていくというところ

に移行していくというところで市としては考えております。 

〇副委員長（太田紀己代） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） この課題はですね、いろいろと問題がこれから噴出してくると思うんです。私個人的にはね、

根本的に国の教育方針そのものをきちんと組立てし直ししなかったら成り立っていかないというふうに思っていま

す。そもそも部活というのは教育なのか、教育予算の中でやる部分なのか、それ以外なのか、いわゆるトップアス

リートを育てるための、そういう位置づけなのかと。今の方向でいくと、結局部活は学校から外して地域に。地域

に出していくということは、じゃ組織的な位置づけ、保障はどこにどうなってくるのかという、ここがきちんとし

ないのに、働き方改革でもってそれを学校から外へ出す、教師の負担から外していくという、果たしてそれでもっ

て子どもたちの成長そのものの過程の中でその位置づけが明確に出されていないと。もともとは教育費負担でもっ

て、部活そのものも教育負担でやるという形でもってずっと来ていたんだけども、ここでそれ外すでしょう。要は

文科省の絡みの中で教育予算を減らして、減らして、減らしてでもって、教師も減らしてという形でもって結局や

っていかれなくて、専門的な教師も育たなくてということでもって、地域へ外してくれと。だけど、そんなことい

ったって結局地域へ外しても、今ほどもありましたけどもね、その指導者の賃金の保障はじゃどこでやるのという、

これをきちんと組立てがない中でもって方向だけ出してきていると。こんなんでもって、じゃ子どもはどうするん

だと。生徒はどうするんだと。宙ぶらりんな状態に置かれてね。最終的に、今ありましたけども、学校が大会に出

ていくときには云々という、これだって当然そうだと思います。学校単位じゃなくて、これから出ていくのはじゃ

チーム単位なのかという。そうすると、根本的に学校単位で出ていくところとチーム単位で出ていくところあった

っていいけども、ここのアンバランスをどうするのかという、ここの埋め合わせも何もできていないという、こう

いう実態だと思うんですね。したがって、この根本的な課題そのものをどこでどうするのかということをきちんと

組立てしないと、この課題そのものは私は乾かないと思うんですよね。だから、それを現場に任せて、地方自治体

に任せて、そこでもってうまくやれよといったって、これはちょっとね、中途半端な格好になって、かえっておか

しくなるんじゃないかなというふうに私は疑問を抱いています。だけど、今ここでもってそんな議論したからとい

って何とかなるという課題でもないというふうに思いますので。ただ、受皿はなかなかというのは私は当然のこと

だろうなというふうに思うんですけども、苦労だけして、じゃ結果、成果はどうなるのというパターンが後に残っ

てくるような形だと非常に困るなというふうに思っているところです。したがって、この辺の率直な課長の、今日
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教育長いないんでね、率直な考え方はいかがでしょうか。 

〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 前段のほうの話ありましたけれども、平日についても結局部活動ということで、教員

の人たちは授業終わった後に大きな負担を強いられています。なおかつ土・日もやるということになると、１週間

全く休みなしでやれというふうな、今まではそれが教員の皆さんのほぼ犠牲の上で成立していたというところでは、

非常に大変な部分だったんだろうなというふうには思います。ただ、それがある意味当たり前になっていたという

ところで、やはりその辺の少し切替えをして、少なくとも今時点でまずは土・日を切離しして、教員の多忙化を多

少でも減らそうというような形でもって国がやっと腰を上げた中で、自治体のほうにそれはやはりいろんな課題が

ある中で下ろされてきたというふうな状況かと思います。市としましても、やはり教員のですね、負担を軽減する

というのは必要性、じゃないと本来の学習に向けるべき力というのがなかなか注げませんので、それを考えれば少

しでも負担を減らしてあげて、本来業務である学習支援のほう、授業のほうに振り向けたいというふうな思いもあ

りますので、まずは第１段階として土・日の部活動の地域移行を進めて対応していきたいというふうに考えている

ところです。 

〇副委員長（太田紀己代） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 教師の負担軽減というのはね、当然だと思っています。それは全然なんですけど。ただ、地

域に出したときに、いわゆる受け手の、指導に入ってくれる、そういう組織そのものの位置づけを明確にしながら、

ちゃんと賃金というか報酬保障を組立てするという形の中でもってやっていかないと、その場しのぎみたいな形に

なっちゃうよと。地域の中で一本釣りしてなんてなかなかできる状況じゃないんでね。だから、そういう点できち

んとした制度を基にして予算化した中でもって組立てしていかないと宙ぶらりんになるよという、こういう意味合

いでありますんでね。だから、そういう基本的な部分の見直し、組立て、こういうのの必要性を私は感じていると

いうことでございますので、それぞれの立場でもって物を見ますんで、なかなかはい、そうですかという、そうい

うレベルにならないと思いますけども、国のほうにもそういう位置づけの声は上げて、将来の宝を育てるというこ

こにね、出していかなきゃいけないと思うんです。結局トップアスリートの問題、課題についてだって長年やって

きたけども、あれも部活とは違うから。ただ成果を上げて帰ってきたときには、ようした、ようしたと褒めるくら

いなもんであると、それは違うんじゃないかという認識を持っているということだけ述べておきたいと思います。 

   以上で終わります。 

〇副委員長（太田紀己代） 議事整理のため午後１時まで休憩させていただきます。 

休憩  午後 ０時１０分 

再開  午後 １時００分 

〇副委員長（太田紀己代） 休憩を解いて会議を続けます。 

   引き続き（２）、所管事務調査を行います。 

   質疑を行います。 

   八木委員。 

〇八木委員（八木清美） 先ほど途中で失礼いたしました。 

   学校の部活動の地域移行ということでですね、私の考え方なんですけれども、今までの話ですと、取りあえず土・

日は休みにして先生方の働き方改革を進めていきたいということで、令和５、６、７年までに取組をできるところ

から始め、令和８年には完全実施ということで、そのようにしていきたいという意向をお聞きしました。私の住ん

でいるほうの地域ではスキーとか、その他スポーツクラブも盛んでいるんですけども、学校の中を見ますと、その
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年によっては例えばバレーボールが好きな年もあるので、そういうときは人数がそろえばいいんですけれども、そ

ろわないときはお隣の妙高高原と一緒に連携してチームを組んで行うというようなことをやっているそうなんです

けど、今例えばの例ですけれども。それで、地域としてはやはり受皿になるような団体が、例えばサッカーだのほ

かのスキーだのである程度チームが組めそうな、受皿になりそうなのもあるわけですね。そういうものを限定して

いきながら、学校の先生とどのように連携できるかということで、すぐ先生がどうぞお任せしますというのではあ

まりにも急過ぎるというか。ですから、移行期間がありますので、それから先生方が関わることで児童・生徒も、

それから御家庭のほうもですね、非常に安心感もあると思うんですね。ですから、移行期間の間は、大変だと思う

んですけれども、共同で行いながら、８年までには地域のほうに移行していけるように仕組みづくりを徐々にやっ

ていくのがいいと私は思います。 

   費用についてはですね、やはりその家庭、家庭の負担はやむを得ないことだと思いますし、不足の部分について

は、国や県の支援制度などがもし創設されれば、そういう制度も活用して、そして市でも支援していくというよう

な形でいくのが私は自然でいいのかなと思うんですが、先生方に働き方改革であまりに合わせてしまうと非常に無

理があって、やはり主役は児童・生徒、子どもたちだと思うんですね。ですから、その辺も考慮しながら、徐々に

８年に移行していけるように、各新井地域、妙高地域、妙高高原地域で特色がありますので、その辺を考えていた

だければなという考えがありますが、その辺はいかがでしょうか。 

〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） お答えいたします。 

   基本的には、今おっしゃられたように、年度替わったから、即お任せしますというのはやはり難しいと思います

ので、そこら辺は実施する種目の指導者と学校の先生方、顧問の先生との連携というのはやはり必要になると思い

ますし、やっている練習内容のすり合わせ的なものも、昨年度、令和３年度から実証実験でやっていますけども、

その際にも月から金曜日までの顧問の先生と土・日の指導員とで情報交換を図りながらやっていますので、引き続

きそのような形でもってやっていくようになると思いますし、あと種目によっては指導者がいないという中で、土・

日に移行するんだけども、今後も、先ほどちょっと申し上げましたと思いますけども、兼業兼職で教員がやらざる

を得ない種目というのもやはり残っていくとは思いますので、その辺の実情に合わせて、急激に変化するのではな

くて、徐々にやっていくというような形になるかと思います。 

〇副委員長（太田紀己代） 八木委員。 

〇八木委員（八木清美） ぜひお願いしたいと思います。 

   指導者についてはですね、きちんとした報酬は支払われてほしいと思っております。よろしくお願いいたします。 

   以上です。 

〇副委員長（太田紀己代） 佐藤委員。 

〇佐藤委員（佐藤栄一） 今八木委員も主役は児童・生徒という話をしたところで、私も確かにそうだと思うんですね。

その中で、今正直言って生徒がどのくらいの人数が部活をやっているのかというのは把握されていますでしょうか。 

〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 本年５月現在でこの部活は何人というふうなものでもって、例えば新井中学校でした

ら20の部活動がありまして、そこでもって参加している人数というようなものは資料でこちらの手元にありますけ

ども、今委員さんおっしゃったのは、例えば児童が200人いれば、そのうち何人がという話ですよね。高原ですとか

妙高中学校は、恐らく９割以上、ほとんどの生徒が入っていると思います。新井中のほうは、それよりも若干多分

少ないんじゃないかなというふうに思います。ちょっとこれ足してみないと分からないんですけど、すみません。 
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〇副委員長（太田紀己代） 佐藤委員。 

〇佐藤委員（佐藤栄一） 私ね、年々部活へ入る子どもは減ってきているんじゃないかなというちょっと心配をしてい

たもんで、こんな質疑をさせてもらったんです。というのは、本来部活というのは昔は別の意味もあって、全員加

入というのがあったと思うんです。それは、学校が荒廃したときです。非常に荒れたときに、それを立て直すのに

部活が一役買ったというのはあるんですね。そんな中で全員が部活に入れというのが学校の方針で出てきて、その

流れを受けて、今まで結構な子どもたちが部活をやってきたというふうに思っているんです。今回子ども議会やっ

てみて初めて感じたんですが、非常に今の中学生、前向きでいい子どもたちが多いので、そのときの桒原校長先生

も言ったんですけど、これは10年間のいろんな学校の先生方、校長をはじめ、その努力の結果がこの形になってき

ているんだということをおっしゃっておられました。そういった流れがあるんだなというのをつくづく感じてきて

いるんですが、今学校の現場の先生の声をちょっと聞いたら、多分これ移行していくと、そういった部活、授業以

外のことをやる子が減っていくんではないかと。参加する、要するに今学校でやっているもんだから、半強制とい

うか、この子もやる、僕もやるから、あんたもやるみたいな形で輪が広がっていて、何とかもっているという中に

あるんですが、今後民間というか、普通のほうに持っていくと、やらない子が増えるということを学校のほうでも

危惧しているんですよね。正直言って、コロナもあってやらない時期もあった。そして、やらなくても何とかなる、

勉強に関係ないというような感覚を持っている子も少しずつ増えてきているというようなことも聞いているんで

す。そんな中で、移行期といいながらも、それなら入らないでおこうみたいな子が増えていくという気がするんで

すが、その辺の感覚はどんなふうに見ておられるか。 

〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） その前段で、ちょっと先ほどの加入率ですけれども、新井中学校でまずいきますと、521人

の生徒に対して加入しているのが480人、率ですと92％、高原は85人の児童・生徒に対して基本的に100％、妙高中

学校は70人の生徒に対して64人で91％ということですので、３中学校とも90％以上の生徒が参加しているようです。 

   今ほどの部活動への参加が減るんじゃないかというふうなお話ですけども、遠い将来ということもないんでしょ

うけども、先の目標としては恐らく部活動そのものを学校から切り離す、地域のほうに移行するというふうな形で、

国ははっきりは言っていませんけども、持っていくための第１段階としてまず土・日というような形になるかと思

います。なもんですから、当面は月から金曜日は今までどおりの部活動というものがありますので、そういう部分

で今おっしゃられたみたいな極端に部活動をやらないというふうな子どもさんが増えるということはあまりないん

じゃないかなと思います。ただ、将来全てを学校から切り離したときにはどうなるか分かりませんけれども、今時

点では当面はそんなに激減するようなことはないというふうに考えています。 

〇副委員長（太田紀己代） 佐藤委員。 

〇佐藤委員（佐藤栄一） 一つの流れとしては、小学校でやっていた部活動が中学校に受け継がれていく、そしてそれ

が高校に行っても流れていくという一つの大きな流れがあったんですけど、今小学校がほとんど部活がなくなって

きている。今度新たに中学校で新しい部活に入ろうとしても、やっぱりスポーツ系なんかは特に中学の体になって

からいきなりこのスポーツに飛び込むというのはだんだん減っていっちゃうと思うんですよね。その懸念考えると、

私小学校のときに、一つの例で、逆に言えば小学校のときには合唱とか吹奏楽の文化系やっていて、中学で体力つ

いてきたから、今度はスポーツ系やるとかという、そういう流れもあることはあるんですが、やっぱり教室以外の

ところで団体が活動していくというのが大きな魅力でもあって、それが子どもたちの心身を私育ててきていると思

っているんですよ。そういう流れが今断ち切られてきている中で、ちょっと怖いなというのをもってそんな質疑を

させてもらったとこなんですね。今文科省の流れを待っていると、私だんだんいいかげんに駄目になっていくよう
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な気しちゃって仕方ないんですよ。むしろ妙高モデルで行政が前に出て、どんどんクラブ化をしていく中で資金面

と指導者の面と、そういったものを支える形をしっかり取れないものかというふうに思うんですよね。そんな形を

取れば、ここの地域は頑張っているなという形で大きな広がりができていくと指導者も出てくるんじゃないかとい

うふうに思うんですが、その辺いかがでしょう。勝手な考えですが。 

〇副委員長（太田紀己代） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（平井智子） 受皿のほうなんで、私のほうで答えさせていただきます。 

   部活動のスポーツ系のほうですけれども、私ども今年度夏ですね、ジュニアスポーツクラブ、22クラブの皆さん

に中学校の部活動の指導をしていただけるかどうかというアンケート調査、聞き取り調査を行いました。その結果、

８クラブのほうから指導者がいないとか確保できないということで、部活動の指導が今のところできないという回

答をいただきました。ただ、委員さんおっしゃられたように生徒が、本当に今の部活入っている子ども全員が土・

日のそういった活動を望んでいるかどうか、それがまだ分からない状況ですので、仮に70％ぐらいとか60％ぐらい

しか来ないということになれば、指導者としては体制確保できるクラブもあるのかもしれないですし、そういった

意味で学校の生徒さん、保護者の意向調査というのはまだ行われていない段階なので、マッチングというところが

どうなのかなというのはまだ分からない実態はあります。クラブ化して、そこでクラブとして大会に出るというこ

とも今後認められてきているんですけれども、それにはやはり条件づけがされてきているようです。コーチングの

きちんとした資格を取得している方がいないと駄目だとか、クラブとして大会に出たときは競技役員として手伝っ

てもらわなきゃ駄目なんだとか、いろいろ条件をつけた中でクラブとしての参加を認めるといったようなことを今

後行っていくということであります。私どものほうとしても、指導者の育成という点で研修会をスポーツ協会と一

緒に開催したり、それから資格取得支援、補助金を出したりして取り組んでいるところでありますので、そういっ

たところを今後も進めていきたいと思っていますし、あと学校単位だと大会に出れないチームというのも出てくる

というお話もありますので、やはり新井、妙高、妙高高原といった地域の枠を超えたクラブ活動ができて、そこに

子どもさん、やりたい子たちが来て１つのチームになれば、野球断念しようと思ったけど、続けられるねという子

も救えるのかなと思います。ただ、そこにはやはり問題もあって、活動場所までの送迎、親御さんの負担が出てく

るとか、指導者もなかなか、人数が多くなればそれだけ必要ということもありますし、そういった意味で今後解決

していかなきゃいけない課題というのはたくさんあると思います。 

   あとまた、文科系につきましても、今学校の関係者とか関係団体と協議しているところです。今のところ土・日

で活動している文化系というのは、新井中の吹奏楽と合唱、妙高高原の吹奏楽、マーチングがありますけれども、

そちらについても合唱のほうは何とか文化振興事業団とうまくやっていけないかなということで協議しているとこ

ろですし、そのほか吹奏楽はやっぱり楽器の保管場所、それからきちんとした指導者の確保というのが大変なんで、

今のところ各学校における教員の兼職兼業といったようなことで対応できないか、そういったことも含めて今協議

しています。ただ、それにしても１つの何か新しい団体をつくっての活動となりますので、生徒さんだとか保護者

との協議というのがやっぱり重要になってくるというふうに思っています。 

〇副委員長（太田紀己代） 佐藤委員。 

〇佐藤委員（佐藤栄一） 詳しく説明していただき、ありがとうございます。本当にクラブになって、縛りの中で役員

やれとかいうのは、今学校でもみんな部活動の先生方は県の関係の役員になったり、順番にみんなやっていらっし

ゃるんで、それと同じ縛りがクラブにも来ているんだなというふうに思うんですが、とにかく新しい枠をつくって

いくと、今課長が言ったとおり、子どもの送迎というのは大きな問題になっていくんですよね。ましてこの辺交通

が不便ですので、どこでやるにしても親御さんがついて回らないと土・日できないという形になってくる。私これ
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一番大きなネックになるんではないかな。それによって部活離れというか、スポーツとか文化のそういったサーク

ル離れ進むのが怖いなというふうに思っているんですね。そんな中でこれをどう進めるか、本当にすぐやらなきゃ

いけない課題であるんですけど、道が見えないというふうに私も感じています。子どもたちのために何とかして流

れを止めないでできる工夫をまたさらに皆さん方と、それから学校、それから地域のサークルとの連携をしっかり

図ってやっていっていただきたいと思うんですが、これからの３年間、４年間の流れ方は何か考え方あるんでしょ

うか。 

〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 基本的にはですね、今までも実証実験という形でやっていますけれども、また学校の

ほうと相談をしながら、新たな種目を加えるのか、増やしていくのかというところも含めてやっていくというとこ

ろと、あと今生涯学習課長からもありましたけども、指導者の部分というところも大変大きな問題ですので、その

部分について教員が担う部分、担わざるを得ない部分と、ほかの団体等にお願いできる部分があるのかというとこ

ろも見極めながら、一歩ずつ土・日を移行するべく進めていくような形になるかと思います。なかなかちょっと手

探り状態でやっていかないとまたいろんな課題が、今の送迎もそうですし、指導者負担もそうですけども、出てく

ると思いますので、その都度学校と保護者と相談しながらやっていくような形になると思います。 

〇副委員長（太田紀己代） そのほか委員のほうからございますか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇副委員長（太田紀己代） それでは、②についてお願いします。 

   村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 今ほどの課題を踏まえてですね、総括的に課題を出していただいたので、何となく全体の流

れが分かってきたような気もするんですけども、２番目としてですね、学校の総合学習やコミュニティ・スクール、

いわゆるＣＳとかいっているものですね、あと学校活動ボランティア等、こういった全体含めて地域との連携の関

係の課題についてということで質疑をさせていただきたいと思います。 

   総合学習からいうとですね、地域の方に協力してもらって何か活動したりですね、それから子どもたちが地域に

出ていって調べ学習したり、体験学習したりということがやられています。正直学校の先生というのはやっぱり異

動してこられるわけですから、なかなか地域にいきなり入ってですね、どこの地域にどんなことがあるか、どんな

人材がいるかということが分からないでおられるという感じがしています。そういった課題ですね、とか、その対

応とか、どんなふうにやられているかまずお伺いします。 

〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） まず、コミスクの関係になるかと思いますけれども、コミュニティ・スクールにおき

ましては、学校の教育活動に協力を地域の方からしていただくというふうな形で取り組んでおりますけども、やは

りその活動については地域人材、地域の皆さんの力が非常に重要であるというふうに考えております。ただ、委員

の高齢化という部分も大きな問題になっておりまして、その中で、これはどの地域コミュニティの組織も共通かと

思いますけれども、次代を担う新たな人材の確保ですとか、体制を維持するための引継ぎというような取組という

のはやはり重要になってくると思います。コミスクにつきましては、ただ地域からの充て職ではないですけれども、

ある程度有識者ですとか、いろんな団体から出してきていただいていますので、そういうのでもってその根っこに

ある組織が上手に人材をですね、育成しながら、代替わりをしながらいくというのが恐らく重要なんだろうなとい

うふうなところで、それがうまくいかないとなかなか人が替わらずに硬直化してきたり、やってくれる人がいなく

なるというふうな問題につながると思いますので、これは普通の地域のコミュニティの話とも重なる部分があると
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思いますけども、その部分というのは非常に大きな問題だというふうに捉えています。また、生活ですとか総合学

習につきましても、いわゆる人材の確保というところで必要になってきますけども、現在講師等の人材につきまし

てはコーディネーターの方が各学校に入っていただいておりまして、そういう方にですね、お願いをしながら、地

域人材の適切な方等につないでいただいているというふうな状況ですので、この仕組み、コーディネーターと地域

をつないでいただくような仕組みについては継続していきたいなというふうに考えているところです。 

   以上です。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 課題の捉え方については、本当に共有できているんじゃないかなというふうに思うんですね。

そのためにどういった取組をするかというところだと思うんですけれども、その前にですね、ちょっと整理してい

きたいんですけど、妙高市の場合ですね、ＣＳに取り組んで非常に長い期間たっております。ですから、例えば他

の自治体に比べてですね、比較的充実しているんじゃないかな。充実というのは経験が長いというか、いうことで、

それで実際はほかの自治体だとＣＳってほとんど活動していないんだよとか、そんなところもあったりする中で、

妙高市って本当に、今ほどおっしゃったようにですね、いろんな仕事をやられているんですよね。それで、そもそ

ものですね、学校運営協議会の仕事というか、そういったところをちょっと確認したいなというふうに思っている

んですけど、よく言われるのは、学校長がつくる学校運営の基本方針を承認するという役割、それからもう一つは

学校運営に意見を言ったり、教育委員会とか校長に対してですね、意見を言えるというもう一つの機能、それから

教職員の任用に対して教育委員会規則に定める事項について教育委員会に意見を述べる、この３つのことができる

というふうな役割として存在しているんですよね。そのために委嘱という形でやられていると思うんですけど、そ

ういったことというのは、今現在充て職とかいうふうになっているコミュニティ・スクールの学校運営委員さんと

いうのはしっかりと理解されているんでしょうかね。 

〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 基本的にはですね、年度替わりの際には、校長先生から委嘱状を渡していただきなが

ら説明はされていると思います。ただ、それがどこまで深く落とし込みできているかというところはあれですけど

も、ただ平成27年から取組を始めまして５年以上たつということの中では、大分各学校のＣＳもそれなりに皆さん

経験を積まれたりとか、代々引き継ぐという中では、ある程度ＣＳの今おっしゃられたような役割ですとか、あと

それ以外にも本当に細かいところで学校の行事ですとか運営に様々な部分でお手伝いいただいていますけども、そ

ういうところについてもそれなりに御理解いただいて御協力いただいていると思いますので、ただそうはいっても

伝わり切れていない部分もあるかもしれませんけれども、基本的にはＣＳでもって、じゃ学校の行事みんなで一緒

にやろうじゃないかとか、今おっしゃられた意見や何かの意見交換についても活発な形でもって参画いただいてい

ると思いますので、それなりに根づいているのかなというふうに捉えています。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 学校運営協議会というのは、年に何回かというものが決められてというか、学校のほうから

案内があって、それで運営されていると思うんですよね。その回数というのは大体、学校によっても違うと思うん

ですが、何回ぐらいというふうになっているんでしょう。 

〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 学校によってそれこそ違いますけども、３回前後ぐらいかというふうに聞いています

けれども、ただ事務局的な部分を、事務局長ですとか、そういう部分を担っていただいた方についてはかなり何回

も足を運んでいるように聞いております。 
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〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） やっぱり学校のやっていることを理解してもらって、それに対していろんな意見を言うと。

その中で、３回という回数が多いのか少ないのかというのはなかなか難しいところかなと思うんですが、そういっ

たコミュニティ・スクールの委員さんに対しても、いろんなそれこそ協力をしてもらっているという部分が実際は

あると思うんですよね。それで、ＣＳの委員さんというのは、例えば地域の代表の方というか、地域を代表して参

加しているというふうに捉えていいと思うんですが、逆に地域の方たちというのはそういったコミュニティ・スク

ールであるとか、そういった機能というか、そういったところまで地域のほうにも伝わっていく必要もあろうかと

思うんですが、地域にはどんなふうな伝わり方がされているんでしょうかね。 

〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 学校によっては地域のほうに活動の様子をお知らせしている機関紙のようなものを出

しているところもありますし、あと学校だより等でもコミスクの活動については、恐らくどこの学校もこんなこと

をやりましたというような形でもって地域のほうに回覧なり配布なりという形で周知は図っていると思います。た

だ、それがじゃどこまで伝わっているかというところはなかなかはかり難いところではありますけれども、あとは

例えば地域の町内会長さんですとか自治会長さんがもし参画していただいているんであれば、またその地域の会議

のときに活動報告ではないですけれども、少しでも一言いただければ、より役員を中心に地域のほうへも浸透でき

るのかなというふうには考えております。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 実際はなかなか地域には伝わっていないんじゃないかと私は思うんですね。今までの議論の

中で、地域と学校がどうやって一体化するかというところに収まると思うんです。人材にしてもそうだし、学校の

運営にしてもそうなんですけど、そういった意味でですね、学校と地域をつなげるための、先ほど霜鳥委員もおっ

しゃいましたけども、何か新しい仕組みというか、今までのものをどうやったらというよりは、本当に全体をです

ね、見た上で必要な組織体制というか、体制をつくり直していくようなことが必要なんじゃないかなというふうに

私思うんですが、そういった考え方についてはどのようでしょう。 

〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） これは全く私の私見になりますけども、今コミュニティ・スクールが核になって、地

域の代表の方から入っていただいて、学校との間を取り持っていただいていると。活動には協力していただいてい

るという中で、せっかくできた組織をですね、またつくり直すとか、また新たな組織を立ち上げるということにな

りますと、学校の負担もそうですけども、やはり地域の方の負担というのもすごく大きくなるんじゃないかなとい

うふうに思います。なおかつそういうふうな活動に賛同して協力してくださる方というのは、恐らくコミスクの活

動についても既に御協力いただいたりしている方が多いんじゃないかと思いまして、要は組織を別に立ち上げたり

しても、顔ぶれ的にはもしかするとある程度重なったような顔ぶれになってしまって、何でまた同じような組織つ

くるんだろうというふうな気持ちを持たれる方もいるんじゃないかなと思いますので、そういう部分については現

在のコミスクをもう少し上手に活用しながら裾野を広げていく、周知を図っていくというふうにしたほうが時間的

な部分とか労力的な部分で有効なんじゃないかというふうに考えます。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） だとしたらですね、やはりコミュニティ・スクールの役割をしっかり委員に伝えていただい

た上で進めていく、そこを核としていろんな地域とのつながりというか、そういったものをつくっていくというこ

とが大事だと思います。コミュニティ・スクールの中にはＰＴＡの役員さんとか、そういった方が入ったりしてや
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っていらっしゃると思いますので、また保護者の皆さんにも理解を求める部分でコミュニティ・スクールの機能を

しっかりとやっていくべきなんじゃないかなというふうに思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

   以上です。 

〇副委員長（太田紀己代） ②について、そのほかの委員からいかがでしょうか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇副委員長（太田紀己代） それでは、③について。 

   村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 生涯学習課の関係になると思うんですが、今ほどあったまなびの杜についてお伺いしたいと

思います。 

   まなびの杜に関してはですね、生涯学習プランですかね、その中にも学びの循環というものが必要で、それによ

って地域社会の維持とか発展につなげていくと、そんなふうな流れの仕組みだというふうに思っています。その中

の一つの大事なものとしてまなびの杜が位置づけられているんじゃないかなというふうに思います。資料を頂いて

おりますが、すみませんけれども、これ資料のちょっと説明をしていただけますか。先ほど頂いたばっかりで、時

間がなくてあんまり見れていないんですけど、お願いします。 

〇副委員長（太田紀己代） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（平井智子） それでは、資料のほうを若干説明させていただきます。 

   令和４年度の講座の実施状況と内容でございますけれども、基本講座につきましてはＡ、Ｂ、Ｃ、３コース設定

いたしまして、各５回ずつ実施いたしました。Ａコースにつきましては23名、Ｂコースについては21名、Ｃコース

については12名の方から参加していただきました。裏面のオンラインコースにつきましては、基本講座の中から９

講座選びましてオンライン配信をして、９名の方から参加していただきました。 

   それから、指導者養成講座につきましては、自然環境部門の指導者候補者を養成するために開催したもので、８

名の方から参加していただいて、５名ぐらいは次年度以降の講師の補助者として御活躍いただけるのではないかと

いうふうに見ているところであります。 

   リカレント講座につきましては、妙高市で必要としている人材の資格取得のきっかけづくりとして、保育と介護

の講座を１回ずつ実施いたしました。参加者はその２つ合わせて９名ということですが、講座実施後、ユーチュー

ブで無料で配信しております。本日現在で再生回数としては保育が127回、介護が184回というふうになっておりま

す。 

   それから、オープンカレッジにつきましては、開校式、閉校式に合わせて講座を開催して、一般の方々にも無料

で参加していただけるような講座といたしまして２回実施したところ、66名の方から参加していただいたというこ

とでございます。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） もう一つですね、生涯学習講座に関するアンケートの結果というのもあるんですが、これに

ついても一緒に説明お願いしたいと思います。 

〇副委員長（太田紀己代） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（平井智子） 今回実施したリカレント講座につきましてはちょっと参加者数が少なかったので、大人

の学び直しというリカレント教育の充実を図るために、妙高市における生涯学習の充実に向けて、広く皆さんの意

見をお聞かせいただいて今後に反映したいということで、アンケート調査を行いました。実施は、11月１日から20日

まで、インターネットを使ったアンケートで行いました。周知の方法としては市の公式ラインやホームページ、チ
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ラシなどで行い、27人の方から回答をいただきました。年代別には、こちらにありますように、一番多いのが50代

から64歳までの方が11人、それから30から49歳が７人、65歳から74歳までが７人というようなことになっておりま

す。 

   リカレント講座で取り上げてほしい内容について複数回答可ということでお聞きしたところ、料理、栄養学、食

育といったところが18で最も多く、その後自然、歴史などのガイド、ＩＴスキル、資格などが続いております。 

   それからあと、自由記載ですね、御意見をということでいただいた主なものですね、要約するとこの３つぐらい

に入るんじゃないかなということなんですけれども、リカレント教育という言い方でなくて、大人の学び直し教育

で十分じゃないかといった御意見、それから平日の昼間というのはなかなか参加できないんで、夜間や土・日に教

室があるといいとか、仕事をしている若い人でも通いやすいようにしたほうがいいといったような御意見がありま

した。 

   以上です。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 我々のためにですね、時間割いて資料を作っていただいてありがとうございました。 

   内容については大まかに分かったんですが、まずまなびの杜のほうからなんですが、非常に内容ですね、充実し

ていると思います。これだけのものを組み立ててですね、実施していくのは非常に御苦労もあったかと思うんです

が、これ参加者、参加申込者という形でここに書かれているんですが、これこの方の何％ぐらいが参加されたとい

うふうに思っていいんですか。 

〇副委員長（太田紀己代） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（平井智子） 各コースともですね、大体80％前後の参加率となっております。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） その中のですね、やはり御高齢の方が多いんじゃないかなというふうに想像しているんです

が、その辺りいかがですか。例えば若い方をターゲットにしたいというふうな考えがあるとか、それに対してなか

なか集まらなかったとか、そんなところのお考えをお伺いしたいんですが。 

〇副委員長（太田紀己代） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（平井智子） 平日の講座だけでなく、土曜日なども実施したところなんですけれども、なかなか参加

者数が伸びない、また結構高齢の方が多いという実態がございます。その中で現地学習以外のですね、座学のよう

なものについては、オンライン配信でいつでも見れますよという形で配信もしたんですけれども、９名といったよ

うなことで、なかなか働く世代、若い方には受講というのは難しいのかなというような実態が分かっております。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） このまなびの杜の位置づけとしてですね、やはり先ほどの学びの循環というか、ここで学ん

だことをまた次の方に伝えていくとか、その中から指導的な立場ってちょっといきなり過ぎるかもしれませんけど、

そういった方たちが育っていくとか、そういったふうな意味合いがあると思うんですよね。それで、今ほどもお話

があったように、なかなか参加者が伸びてこない、高齢の方が中心ということになると、やはりですね、これから

の若い方をどういうふうにして参加していただくかというところが大事なところだと思うんですね。それで、アン

ケートを取られました。これリカレント教育に関係することなんで、若い方対象じゃないですよね。どちらかとい

ったら大人、成人の方がもう一回学び直しというような形なのかなというふうに思います。そういう意味で50代の

方がね、非常に多かったということで、中心にしてですけど、そういったもっともかなというふうに思っています。

こういうふうにしてですね、いろんな世代の方に対してこういう発信をしていくと、今後課題になっていくと思う
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んですが、それについてこれからどんなふうに、例えば発信の仕方であるとか参加する内容であるとか、今年と同

じように努力していくのか、それとも新たなものを付け加えていくのか、その辺りどのようでしょうか。 

〇副委員長（太田紀己代） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（平井智子） 来年度の関係になりますので、庁内で今まだ協議中ということですけれども、私どもの

課の中で話をしている中では、どうしても高原とか妙高地域の方々の参加も少ないということがありますので、そ

ういった地域を対象にした講座で、その地域の方々からも参加していただけるような仕掛けをしたいということ、

それからあと親子で参加していただけるような講座を創設することで、働く若い親御さんからも参加していただけ

るような、そういった工夫をしていきたいというふうに思っております。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） やはり興味を持っている方もいらっしゃると思うんですよね。その方が参加しやすいような

形が必要だと思います。将来的には新図書館の複合施設ができる中で、やはり生涯学習拠点としてですね、機能し

ていくのに向かって、こういったこともですね、充実していかなくちゃいけないのかなというふうに思います。先

ほど高原とかね、遠隔地の方は参加しにくいんじゃないかということでお話あったんですが、例えば出前講座みた

いなこともやられていると思いますので、そういったものも活用して、何も中心に集まっていただかなくても、要

望いただいたら出かけていきますよみたいなことで各地域にですね、呼びかける、投げかけるということもできる

かと思いますので、そんなことも考えてみたらいかがかと思いますが、それについてはいかがでしょうか。 

〇副委員長（太田紀己代） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（平井智子） 各課で実施しているそういった事業については、既に出前講座ということもやっており

ますので、あとこういった学習講座的なものについて、そういった出前講座、講師の先生の都合もありますので、

あれですけれども、そういった投げかけができるようであればまた取り組みたいと思いますし、たしか地域共生課

のそういった事業の中でも講師の派遣等もやっていると思いますので、そういった制度を利用して実施するときに、

こういった講師もいますよというのでうちのほうも関われたらというふうに思います。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 行政によってはですね、そういったものも一緒にして、出前講座みたいなものもここにがあ

っと入った形のメニューづくりみたいなこともされているところもあります。そうすると非常に幅が広がって、自

分はここ参加できるなとか、そういったことにもつながるかなというふうに思いますので、御検討いただければと

思います。答弁は結構なんで、答弁というか、あれは結構なんですが、私のほうは以上です。 

〇副委員長（太田紀己代） ③のことについて、他の委員はいかがでございましょうか。 

   八木委員。 

〇八木委員（八木清美） リカレント教育と今お聞きして、感想とかも今見せていただいたんですけれども、先般妙高

中学校のほうに出向きましたら、ＳＤＧｓの出前講座を受けて、非常に生徒たちが関心を示して、ＳＤＧｓってそ

ういえば昔からやっていることだというのに子どもたちが気づいたようですということを先生からお聞きしまし

た。つまりＳＤＧｓは遠いものではなくて、非常に近いもので興味があるということが分かったんですが、今１つ

ＳＤＧｓのことも挙げましたけれども、そういうように学生がもっと興味をそそられるようなものをユーチューブ

なりオンラインなりでですね、発信すると、時間を問わずに見てくれるのかなという、学生対象にするのもいいん

ではないかなと思っております。特に、ですから小学校からでもいいですが、小・中・高校生なんかも非常に興味

を示してくれますし、まちの在り方、自分たちのまちはどうあったほうがいいかなというところで意見を持ってい

ると思うんですね。先日も子どもたちの議会もありましたので、そういうことは分かるんですけれども、若い人を
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巻き込んだりしながら、今の地域の実態ってどんなのかというのも、情報でいろいろ聞きますけれども、実際に歩

いてみて、例えば受講生がまちを歩いてみて、そしてそのまちを歩いてみた感じとかを実際に映像で流してみて、

若い学生がそれを見てどう感じるかというような、実際の実地体験みたいなものを見せると、学生もあそこへ行っ

てみようかなとか、思ったよりもとてもすてきな場所じゃないとか、妙高高原のビジターセンターって行ってみよ

うかなとか、テレワークシステムの施設行ってみようかなというのにもなってくると思うんですね。ですから、そ

ういう今ここの体験者の方々を実際に活用するということも、机上でただ講義を受けるだけじゃなくて、やはり外

へ出向いてみて、そしてそこの地域の高齢者がどう考えているのか、受講者がどう考えているのかとか、私たちは

こういうことができないんだとか、そういうような課題を発信することによって、若い人はそれを見てどう考える

かというような、そういう結びつきを持たせる等、そういうような仕組みづくりも工夫することが必要かなと思う

んですけども、今一つの提案ですけど、いかがでしょうか。 

〇副委員長（太田紀己代） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（平井智子） 毎回講座が終わると、受講者の方からアンケートのほうを書いていただいて、所感等を

記入していただいております。それをもうちょっとディスカッションするような、そんな感じで、それをまたネッ

トで配信するというようなことになるのかなと今話を聞いていたんですけれども、なかなかそういうのも難しい方

もいらっしゃるだろうし、ネットで広く配信されるのも困るという方もいるでしょうし、その辺また少し研究が必

要かなというふうに思います。 

〇副委員長（太田紀己代） そのほかの委員ございませんか。３についてございませんか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇副委員長（太田紀己代） それでは、④のほうに移らせていただきます。 

   村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） ４番、最後になりますが、地域人材制度というのがあります。その活用実態についてお伺い

したいと思います。 

   まさに地域の人材がですね、活動できる場所ということで、いろんな意味合いがあると思うんです。資料をお願

いしました。また細かく作っていただいてありがとうございました。これについてですね、また説明をいただきた

いんですが、お願いします。 

〇副委員長（太田紀己代） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（平井智子） では、お配りした資料のほうを御覧ください。令和３年度と令和４年度の地域活動人材

制度活用実績ということで両面に掲載させていただきました。令和３年度の登録者数ですけれども、令和３年度末

446人、学校、園、地域などで834件の活用がありました。令和４年11月末現在の登録者数ですが、そちら287人であ

ります。年度当初にリスト更新作業を行うため意向確認をしたところ、高齢で活動が難しいなどの理由で登録を抹

消した方がいらっしゃいましたので、一時245人となりましたが、その後42人の方が登録していただいたという状況

がございます。活用実績は730件、コロナ禍ではありますが、社会活動の制限が緩和されたことから、昨年同月比で

40件、5.8％増加しております。地域人材につきましては、小学校での活用が多くて、本の読み聞かせ、クラブ活動

の指導ではボッチャ、アウトドア、バドミントンなどの体育関係、それから手芸、工作、技術、茶道、将棋などが

多くなっております。教科指導では、体育の授業の水泳の補助ですね、それから家庭科の裁縫や調理実習の補助支

援、それから総合学習における農作業とか地域学習が多くなっております。中学校では、新井中は茶道部の指導を

していただいております。そのほかは、体育の水泳とか国語の書写、書道の時間ですね、それから総合学習の体験

講話などで活躍していただいております。地域では、高齢者を対象にしたストレッチ、軽運動、レクリエーション
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などがほとんどとなっております。 

   以上です。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） この資料のですね、地域と今最後におっしゃった地域団体というのは、いわゆる地域共生課

のほうの所管の利用ということでしょうかね。ということでよろしいですか。 

〇副委員長（太田紀己代） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（平井智子） 町内会とか地区とかで来ていただきたいということで行った場合となっております。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 要するに地域共生課のじゃないですか。違うんですか。 

〇副委員長（太田紀己代） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（平井智子） こちらについては、例えば白山町の町内会で高齢者を対象にした健康教室をやると、そ

こで指導者を派遣してほしいといったようなときに、うちのほうへ直接申込みがあって、そこで軽運動とかストレ

ッチの指導できる方を派遣しているということです。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） こんなことで時間取っちゃって申し訳ないんですが、地域共生課でも同じく地域活動人材制

度を使えるようなアナウンスがあると思うんですよね。地域共生課でもこういった活動を使われているはずなんで

すが、それはじゃここに記載されていないということなんですかね。 

〇副委員長（太田紀己代） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（平井智子） 地域、団体に対するアナウンスというか、広報活動として地域共生課がこういういろん

なことができますよと各課のメニューを紹介しているんだと思うんですけども、その中で生涯学習課が所管するこ

ういった講座への人材派遣がありますよということで地域共生課から各地区町内会に行っているんじゃないかと思

うんですけど、申込みはうちのほうで直接受けているということです。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 何かちょっとよく分かっていないんですが、また後ほど明確にしていきたいと思います。 

   それでですね、この表を見させていただくと、数字がかなり違いますよね。特に小学校の中でも規模が大きい、

児童・生徒数が多いところが必ずしも使われているわけではないと思うんですが、ここら辺の事情というのはどう

いうことなんでしょう。 

〇副委員長（太田紀己代） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（平井智子） 学校の規模でクラス数が多ければ結構多いと思うんですけれども、この人材制度を使う

か使わないかというのは学校の判断ということになっております。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 学校の判断ですから、例えばですね、新井南小学校が活用実績で103あるんですよね。例えば

斐太北小学校とか新井北小学校は41とか90とか、90は同じぐらいですけど、それにしてもかなり差があると思うん

ですよ。なぜこういうことが起きるのかなというふうに思っているんですが、再度いかがですか。 

〇副委員長（太田紀己代） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（平井智子） その学校の活動ということになるんですけれども、校外学習というか、総合学習でいろ

んな地域の方からお手伝いいただきたいというところでこの人材制度を使うところは数が上がっていますし、ＣＳ

ですか、そちらで地域の人材を自分たちで見つけてきてやりましょうといったときは、この制度を使わないで直接
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お願いしたりしている場合もあると思うので、人材の手配の仕方とか、そういった部分でも違ってくると思います

し、あと学校の考え方もいろいろあるんだと思います。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 私の認識だと、制度があって、それを使うと、そこから何がしかの費用が出るような形にな

っていますよね。それで、この制度を使わないで直接お願いした場合というのは、お金は出ないという形になって、

それで利用されているということですかね。 

〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 学校のほうでも一部謝金を払ってお願いしている部分もありますし、その辺先ほど生

涯学習課長から話あったように、その学校の活動ですとか、必要な人材のスキルというか、得意分野とかによって

もやはり若干異なっているのかなというふうには思うんですけれども、細かくは学校のほうに確認してみないと何

とも言えないんですけども。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 分かりました。何でこういうことを申し上げているかというとですね、今日、午後のこの大

きな全体の調査なんですけれども、やはり人ですよね、人材をどうやって見つけていくか、育てていくか、それで

地域と学校、あるいは地域の中でどういうふうに連携していくかというところが非常に課題になっていると思うん

ですよね。これからですね、今後学校を支えていく地域にしても、やはり人材をどういうふうにしてコーディネー

トして組み合わせていくか、この辺が大事だと思うんですよ。それで、例えば先ほど人材登録者ですかね、のお話

もあったと思うんですが、やはりその中でですね、どういったふうな動きをされているのか。ただ登録しましょう

と言って登録だけして、学校から依頼があったときだけ出ていくというような形であったとすると、登録はしたけ

ども、全然利用がない方もいたり、ある部分では特定の方がですね、すごく活用されているというような中で、そ

ういうやり方だと新しいこれからの人材というのはなかなか育っていかないんじゃないかな、そういうふうな心配

があるわけなんですが、そういったことについてはどんなふうにお考えになっていらっしゃいますでしょうかね。 

〇副委員長（太田紀己代） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（平井智子） まず、人材登録を増やすときにはですね、こういったまなびの杜の受講者ですとか、い

ろんな社会教育登録団体で活動している方々、それから実際に人材登録されている方々、そういった方からこうい

う方がいらっしゃるよというような推薦をいただいて声がけをしたり、あと広報とかホームページなどでこういう

活動をする場がありますのでということで広報して、登録者数を増やしているということでございます。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 今ほど社会教育登録団体というお話があったので、その関係ですけれども、かなり数とした

ら多くの社会教育団体が登録されています。ただ、分野的に言うとですね、例えば音楽、芸能とか、それからスポ

ーツ、レクリエーションというのは非常に多くの団体が登録されているんですが、そのほかの分野に関してはなか

なか登録がなかったりします。そういった方たちへどんなふうな声がけというふうなことをされているのか、ただ

登録を受け付けますと言って登録者をね、団体をリストアップしているだけなのか、その辺どんなふうに声がけし

たりマネジメントしたりされているんでしょうか。その辺ちょっとお伺いします。 

〇副委員長（太田紀己代） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（平井智子） 社会教育登録団体への登録の呼びかけということでしょうか。社会教育登録団体に登録

するかしないかはその団体の考え方にもよるので、特に私どものほうから社会教育登録団体に登録してくださいと

いったような働きかけまではしていません。ただ、社会教育登録団体に一定要件を満たして登録すると施設の減免
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利用ができるとか、いろんな特典もございますので、その辺は各団体の皆様方でいろいろ考えてやっておられるん

じゃないかなというふうに思っております。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 登録を受けているからには、その団体の管理というか、増えていっているのか、減っていっ

ているのか、あるいはその団体の中でどんな課題を持っているのか、そういったこともあると思うんですが、そう

いったことについては何か聞くような機会とかあるんでしょうか。 

〇副委員長（太田紀己代） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（平井智子） 登録の更新につきましては３年に１回行っておりますので、そのときにどういった活動

が行われているか、登録者数がどうかといったような実績報告などもしていただいております。また、新規に登録

される方は随時お受けしているというような実態がございます。ただ、その推移がどうなっているかというのは今

回所管事務調査の項目に入っていなかったので、資料を持ち合わせておりません。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） ちょっとね、私社会教育団体気になっていたもんですから、調べていたんですけど、ホーム

ページに出てくるのもちょっとタイミング遅かったりして、ようやく出てきて、見させていただいているんですけ

ど、ここにやはりかなりのいろんな人材が存在していると思うんですよね、文化、芸術からスポーツから。そうい

った方たちやはりいる中で、それぞれの何とか会、何とか会とある中で、22名、16名、24名、10とかたくさんいら

っしゃるじゃないですか。そういった方たちに対する発信というか、お声がけ、そういったものも必要かなと思う

んですけれども、そういったことはあんまりなされないですか。 

〇副委員長（太田紀己代） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（平井智子） 社会教育登録団体の皆さんには、人材登録制度への積極的な登録の依頼は文書で出して

おります。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 団体に向かって出している、それでその団体から団員さんというか、会員さんには伝わるよ

うな形でそれを出しているということですかね。 

〇副委員長（太田紀己代） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（平井智子） 団体宛てに出していて、その後団体のほうでどのように周知されているかはちょっと存

じ上げません。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） できればその後もどういうふうになっているか把握していただければいいなというふうに思

います。こういったところから人材がですね、活用されていくんじゃないかなというふうに思いますので、よろし

くお願いしたいと思います。 

   これで一旦、以上です。 

〇副委員長（太田紀己代） 八木委員。 

〇八木委員（八木清美） この地域活動人材制度をもう少し人材を増やしていくということで、今村越委員は社会教育

団体を活用するということでお聞きになったんだと思うんですけれども、できたら毎年ですね、４月になる前、２

月ぐらいでも３月でもいいんですけど、登録しませんかと、あなたも地域で活動をしませんかというようなアピー

ルの下、やはり募集をかけていただけば、ちょっとやってみようかなという人も出てくるんじゃないかなと思うん

ですね。こちらからどんどんお願いしてみるというのも一つかなと思いますので、広報等を使ってじかに、社会教
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育団体へお願いするとしても、その団体長はそれを見ますが、そこから先の委員にまでそれが発信されているかど

うかってちょっと不明瞭なもんですから、その辺がちょっとよく分からないもんですから、地域活動をしてみませ

んかということでじかに個人に訴えて、それにやってみようかなという方が出てくればいいなという希望的観測で

すけど、その辺いかがでしょうかね。そういうのやっていらっしゃいますか。 

〇副委員長（太田紀己代） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（平井智子） 一応今もですね、広報紙、ホームページなどで人材登録については募集しているところ

です。ただ、もう少しですね、関心を持っていただくという意味では、こういった活動をしていますよといったよ

うな紹介をして、市民の皆さんから関心を持っていただくような、そういった広報への載せ方というのも工夫して

いきたいと思います。 

〇副委員長（太田紀己代） 八木委員。 

〇八木委員（八木清美） それがいいと思います。こういう方がいて、一生懸命小学校で読み聞かせを活動している方

とか、水泳教えている人とか、いろんな、許されればですけども、顔を写していいようであればそういうような広

報活動をして、じゃこの程度ならできるかなというような方も出てくるかもしれないんですね。まなびの杜で学ん

でも、なかなかそれを地域活動に役立てませんかと言っても、そこまでいくとちょっとハードルが高くてという回

答だったと思うんですけれども、ですからそこまで人に物を教えるなんてと思いがちですけれども、この程度でい

いんですというような、そういうアピールの仕方なら、こんなもんでいいんだなという人がいるかもしれませんの

で、ぜひ具体的に紙面でまたその活動を紹介しながら募集するという方法も一つの案としてどうかなと思います。

いかがでしょうか。 

〇副委員長（太田紀己代） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（平井智子） 御提案のほうを受け止めて検討いたします。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） ちょっと言い忘れたことがあるんですが、これ指導者を育成していく中でですね、やはりだ

んだんとスキルアップしていくことが大事だと思うんですよね。やっていくと、その中には非常にその部分にたけ

た方というのが出てくると思うんですよ。そういった方たちに何かお願いするときには、ある程度の費用をもって、

お金を、予算をですね、もった形の中でお願いすると。そういった方たちは、仕事とはならないにしても、それで

も自分の力を入れていることに対して金額的なもので評価されるというか、そういったことも今後は必要なんじゃ

ないかなというふうに思うんです、世の中の仕組みの中からいって。ある意味そういったものは全部ボランティア

なんだよという形じゃなくて、その中からだんだんと専門家、それからまちの中に役立つ方たちを育てていくとい

う意味でも、そういった費用をですね、見るということも大事なんじゃないかなというふうに思います。やって、

そういう指導をする中でですね、それが仕事になるくらいになればいい、そんなぐらいのやりがいが出てくるよう

な仕組み、仕掛けも必要なんじゃないかなと思います。それが行政の中で完結しなくてもですね、これからつくる

いろいろな仕組みの中で、やはりそういった活動に対する収益化というのも考えていただければいいなというふう

に思いますので、よろしくお願いします。 

〇副委員長（太田紀己代） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（平井智子） 今、地域人材登録で登録されていた方がそういった講師として派遣された場合、１時間

1300円の、些少ではございますが、謝金をお支払いしています。30分ですとその半額の650円です。それが市の中で

講座の講師としてやっていただけるような方になると、無資格者ですと１こま3000円、それで教員とか何かいろん

な資格を持っているような方ですと5000円ということで、それなりの報酬にレベルアップしていくといった仕組み
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はございますので、その辺で活用をしていきたいと思っております。 

〇副委員長（太田紀己代） そのほかの委員ございませんか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇副委員長（太田紀己代） なければ、次にタブレットの活用実態と学校の情報発信、情報共有についての調査を行い

ます。 

   調査理由と概要について説明をお願いします。 

   村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） そうしたら、引き続きタブレットの関係でお伺いしたいと思います。 

   主に学校のほうでですね、活用されているというふうに思います。ＧＩＧＡスクール構想というのがあって、コ

ロナの関係でですね、非常にタブレットが導入されたという経緯があります。その中で児童・生徒がですね、情報

機器を使って学習とか、それから情報共有、こういったものに大いに活用されているという機会が増えてきており

ます。今の課題とですね、それから今後の活用について、その実態を調査させていただきたいと思います。 

〇副委員長（太田紀己代） それでは、①について、学習用タブレットの利用状況についての質疑を行います。 

   村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） まずですね、学習用タブレットということで、学校の中にタブレットが貸与されていると思

います。それで、まず１番目としてですね、子どもたちって割かし乱暴に扱うようなところがあると思うんですが、

修理しなくちゃいけない状況が起きたとか、壊れたために補充したとか、そういった状況についてはいかがでしょ

うか。 

〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 令和３年度のまず状況ですけども、今おっしゃられたように、破損してしまって修理

というふうなものにつきましては一応３台ありました。うち２台は保証期間の適用がかかりましたので、費用負担

なく修理することができました。残りの１台につきましては、家庭で持ち帰ったときにタブレットのですね、端末

を故意に蹴ってしまったということで、それでもって画面が破損したということで、保護者から負担を求めて修理

を行っております。令和４年度につきましては、今のところ修理等、破損等の状況というのは発生しておりません。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 次に行きます。これ活用されてからですね、２年ほどですかね、たちました。それで、随分

浸透してきているのかなというふうに思うんですが、そこで資料を頂きました。活用状況ということで、アプリケ

ーションのインストールの一覧というふうなことで頂いたので、これについて簡単に御説明いただきたいです。そ

れで、このほかにいわゆる子どもたちがどういったものを使って授業をやっているというものがあれば、それも併

せて教えてください。 

〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） お手元にあるアプリのインストールの一覧表ですけれども、こちらにつきましてはそ

れぞれの学校で必要性に応じまして、あとは教科等によって使い勝手ですとか、そういうものを検討した上でイン

ストールしたものになっております。基本的には無料アプリになっております。というところで、それぞれの学校

が教科に応じましてアプリをインストールしておりますけども、ただ見てのとおり丸印のついていない、いわゆる

インストールをしていない学校というものもございまして、それぞれの学校の状況によっては大分差があるという

ような状況になっております。それ以外に、そもそもロイロノート・スクールというものがありまして、それをで

すね、全ての子どもたちの、児童・生徒のタブレットに入れておりまして、それを活用して、主にそれを使いなが
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ら、今までのアプリ一覧表にあるようなものを補助的に使いながら授業を進めているというような状況がタブレッ

トを使う上では大きくなっています。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） この資料を見させていただいてですね、丸印がインストールされているということで、簡単

に言うとですね、新井小学校がすごく丸がついているんですが、斐太北小とですね、新井中央小が全く丸がないん

ですよね。これは、単純に新井小学校がすごく活用されていて、斐太北小学校が活用されていないとか、そういう

ことではないということですよね。 

〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 活用の状況は、それぞれそのアプリのインストールとはまた別の問題になるかと思い

ます。なもんで、ただ新井小学校の情報教育推進員の教員がいろんなアプリの活用にたけているのかもしれません

し、それ以外に例えば斐太北ですとか新井中央小学校は、別にそれは使わなくても別の形でもって学習しているん

じゃないかというふうに思っております。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） それでですね、ちょっと心配になるのが、やっぱりこれを使って指導するのは学校の担任と

いうか、直接の先生ですよね。その先生によって、恐らくこういったタブレットとかＩＣＴをすごく使いこなせる

方と非常に苦手意識を持っていらっしゃる方と特にはあると思うんですね。それから、あともう一つは指導の方針

というか、その先生によって指導の仕方の中でタブレットが合わないという方もいらっしゃるかもしれないですよ

ね。そういったときに、子どもたちにやはり使う差がすごく出てきているんじゃないかという心配があるんですが、

その辺はどんなふうに把握されていますでしょうか。 

〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） おっしゃるとおり、特に令和３年度の導入当初は、学校によって今おっしゃられた先

生方のスキルというか、たけた先生とそうじゃない先生との差がやはりあったように聞いております。ただですね、

導入以降、妙高市の教育研究会ですとか、あと上越教育大学からもですね、支援をいただきまして、年に10回程度

研修会を行っております。その中で研修の内容としましては、Ｚｏｏｍの管理者研修ですとか、あとロイロノート

の活用の研修会、それからあとタブレットを使った授業自体の研修会などを行う中で、教職員のＩＣＴスキルとい

うんでしょうかね、底上げを図っていると。研修については、例えば代表の教員の方が参加をして、各学校に帰っ

たら、今度ほかの先生方に伝達研修のような形でもってやっていただくということで、令和３年度から比べると大

分底上げはされてきました。ただ、そうはいっても学校によってはたけている方と、年齢によっても違うんでしょ

うけども、多少はやはり差はありますけれども、ただ全般に導入当初から比べると皆さん大分使い勝手もよくなっ

てきたなというのはあるんでしょうか、非常に多く使ってくださっているようにはなってきています。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 私たちも視察でいろんな学校行くと、子どもたちタブレットをすごく活用してですね、大き

いディスプレーに出して、先生と上手にやられている姿を見ると、これから情報化の中で必要なやり方で、もちろ

ん鉛筆、ノートも大事な部分もあるとは思いますけれども、やはりその点ですね、活用をうまくやっていただけれ

ばというふうに思います。 

   次のですね、プログラミング教育とか、あとＺｏｏｍというオンラインの会議等をやられるものがあります。一

つ一つですけど、プログラミング教育については、これはどんな状況でしょうかね。最初タブレットを導入すると

きに、ＧＩＧＡスクールでプログラミング教育やるんだよと言って、非常に声が大きかったような気がするんです
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が、現状どんなような状況でしょう。 

〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） ２年前の新学習指導要領の改訂の際にプログラミング教育自体が大分注目されました

というか、やるということで持ち上げられまして、それに合わせましてプログラミング学習のベーシックプランと

いうふうなものをこしらえまして、各学校それに基づいて学習活動しましょうというような指針のようなものなん

ですけども、それを一応お出しさせていただいて取り組んでいます。具体的には例えば、授業もそうなんですけど

も、新井小学校でいくとプログラミングクラブというふうなものがあったり、新井中央小ですとパソコンクラブと

いうふうなクラブ活動の中でもスクラッチジュニアですとかマイクロビットというようなプログラミング用のソフ

トを活用しまして、その活動に対してはタブレットを活用してやっています。一応小学校のプログラミング学習の

カリキュラムとしましては、例えば１年生でしたら、どの学年もなんですけども、スクラッチジュニアをまずやっ

てみようとか、それを使ってプログラミングブロックを使わせながらキャラクターを動かしたりとかということで、

学年に応じて、例えば６年生になると拡大図を描こうとか、ドリルを作ろうとかというふうな形でもってカリキュ

ラムの中でも取り入れていますけども、それ以外に今ほど申し上げたクラブ活動の中でもやりながらなじんできて

いるというふうな状況です。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） ＩＣＴの分野に関しては、本当に小さい子どもからかなり能力が発揮できる子どももいると

思うんですよね。そういった受皿というか、環境というかつくりながらやっていっていただきたいなというふうに

思います。今求められている人材としてプログラマーとか、求人としても非常に高いものがありますので、その辺

も意識していただきたいなと思います。 

   あと、先ほども議案のほうでありましたけども、カメラを使ってオンライン授業ですよね、ああいったもので非

常にＺｏｏｍというのが使われるようになってきています。普通にですね、いろんなミーティングや会議とか打合

せとか、そういったものに本当に利用できるものだというふうに思っているんですが、これは小学生でも大分利用

実績というのは上がってきているものなんでしょうか。 

〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） まず、小学生でいいますと、全ての小学校６年生が中学校区ごとの他の学校と交流と

いうことで、自分たちでテーマを決めて調べて、学校によってはパワーポイントを使ったりとかしながら、Ｚｏｏ

ｍでもってプレゼンをして、それで今度それに対して見ている学校から意見をもらって、逆に今度そちらの見てい

た学校と立場を変えて、発表してもらったのに対して今度自分たちが意見を言ったりというふうなものを去年から

やっているんですけども、今年も先般終わりまして、子どもたちタブレットを使った調べ学習ですとか、今言った

Ｚｏｏｍを使ったほかの学校との交流学習とかというところを非常に上手にやっています。 

   あと、それ以外にも例えば新井南小学校ですと、５、６年生は台湾の小学校と、今行き来はできませんけれども、

遠隔交流学習ということでやり取りをしておりますし、午前中のときにも話ちょこっと出しましたけども、高原中

学校の２年生がスイスのツェルマットの生徒さんと今週、21に２回目の交流ということで、ただ時差があるもんで

すから、こっちの高原中が夕方の４時からなんですけども、ツェルマットの学校は朝８時ぐらいなんだそうです。

ということで、どうしてもやれる時間等は限られてきてしまいますけども、それでもＺｏｏｍを使いまして遠隔交

流というふうな形でもって取り組んでいまして、非常に国内だけではなくて、さっきの台湾もそうですけれども、

要するに外国語を使いながら、ＡＬＴからもお手伝いしていただきますけども、徐々に交流しているというような

状況です。 
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〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 説明ありがとうございます。私たちの頃は国際電話すらかなりハードル高かったんですけど、

今の子どもたちは顔を見ながらコミュニケーションが取れるということで、本当にすばらしい、いい環境だと思い

ますので、逆にそれを育てていって、それこそ大人に教えてくれるぐらいの人材になっていただければいいな、そ

んなふうに取り組んでいただけるとありがたいと思います。 

   次なんですが、利用状況なんです。タブレットとか、それを学校の中では使われているというのは分かります。

それを家に持っていって学習するとか、あるいは外に持ち出して使われているというふうに思うんですけれども、

その使われ方って今どんなような状況でしょう。 

〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 学校外につきましては、持ち帰りそのものはそれぞれの学校ですとかクラスの判断で

やっていまして、別に毎日持って帰っているわけではないです。ただ、夏休みですとか長期休業日に持ち帰ったり、

あと土・日であれば、今週は持って帰ろうねとかということでそれぞれの学校でもって決まりを決めて、持ち帰っ

て活用しているようですし、あとそのような活用内容についても、担任の出した課題もそうですけれども、それ以

外にＡＩドリルを今無償でトライアルしているんですけども、そちらのほうを活用させていただきながら、子ども

たちが自分で自主学習をしていたりしているような状況で、あとそれ以外に学校外の校外学習についてもタブレッ

トを持っていって写真を撮ったり、活動を記録したりということで、本当に文房具ではないですけれども、身近に

使うような環境を整えて、子どもたちもそれを上手に活用しているというふうな状況です。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 学習の中でオンラインを活用してやられているというのは非常によく分かりました。たまに

ですね、朝なんか電車に乗ると、高校生が数人顔を突き合わせてですね、みんな顔を突き合わせているんだけど、

みんなスマホを見てこうやってやっているんですよね。そんなふうに、でもそれはそれでいろんなコミュニケーシ

ョンのやり方をしているんだと思うんですよ。それで、高校生になったらそれだけ自分で機器を持って、学習じゃ

なくて、生活の中でも活用しているんですよね。小学生はちょっと分かりませんけど、中学生ぐらいになれば、自

分でインターネットの体験をしながら、本当にいろんなコミュニケーションをやったり、自分の生活の中でやりた

いというあれが出てくると思うんですよね。そういったものに対して、今インターネットの決まりというか、学校

ではそういった決まりを設ける中でやられています。それについてですね、今後見直しというか、見方を変えてい

かなくちゃいけないんじゃないかなというふうなことも言われる方もいらっしゃいます。妙高市としては、今後そ

ういった電子媒体をどんなふうに持っていっていいんだということをですね、考えておられるか、その辺ちょっと

課長の考えの中でそういった声というか、聞いていたらそんなことも併せてお話しいただきたいんですが。 

〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 妙高市の場合は、スマホといいますか、携帯電話を持たせないというような運動を、

平成20年ぐらいでしょうかね、からやっているわけですけれども、ただそれについて、例えば小学生、中学生から

スマホとか携帯電話がなくてすごく不便だ、困ったというふうなお話というのはあまり出ておらないんですね。も

う随分たっていますので、そういう部分で浸透してきているというところもありますし、あとそれはいい面なんで

すけども、悪い面でいくと、今別にスマホとか携帯がなくても、タブレットじゃなくても、例えばゲーム機ですと

か、あと家庭用のタブレットや何かでもって幾らでもゲームに、例えばオンラインゲームとかもできるんですね。

あと、ラインとかもできますけども、なもんですから子どもたちも別にスマホとかを持っていなくても、恐らくや

り取りしている子どもさんというのはいると思います。ただ、今回我々のほうで貸与したタブレットにつきまして
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は、基本的には学習用というふうなタブレットですので、やはりそういうふうな使い方はできないようには設定は

しております。あと、利用時間についても、家庭に持ち帰った際も何時から何時ということで決めてありまして、

それを守って使うように、ですから何でもかんでも面白おかしくユーチューブにするようなことはできませんので、

基本的にはそういう部分で、中にはきっと使い分けしている子どもたちいるとは思いますけども、市としての考え

方としては、やはり学習用のタブレットはあくまでも学習用でもって使うということで、それ以外の部分について

は今までどおり子どもたちには持たせる必要はないというふうに考えています。ただ、それだけではいけないので、

安全教育という部分では、いじめとかですね、につながる部分もありますので、子どもたちが被害者になるばっか

りではなくて、ＳＮＳの使い方によっては加害者にも十分なり得るというようなところで、子どもたちへそういう

ふうな研修会もやっておりますし、保護者についても研修をやりながら、いい面ばっかりではなくて悪い面につい

てもきちんと伝えているというふうな状況です。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） じゃ、ちょうど次の質疑になるんですけど、そういったタブレット等、タブレットというか、

インターネットですね、使っていじめとか被害とか、そういう発生状況、どんなふうに把握されていますでしょう

か。 

〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 東京都の町田市でしょうかね、先進的にタブレットや何かを導入していた学校でもっ

て、パスワードとかＩＤや何かを全くみんな同じものを使っていて、それがいじめでもって自殺に至ったというふ

うな事例がありましたけれども、当然そういうような事例を我々のほうでも承知はしておりますので、タブレット

をいじめですとか、例えばそういうふうな部分で使わないようにということで指導はしておりますし、それに伴っ

ての例えばタブレット端末を使ったいじめというふうな事案というのは今のところ聞いてはおりません。そもそも

使えないようにＩＤや何かも全てみんな個人個人で変えてありますので、そのような形でもってなりすましとかも

できないように対応はしております。ただ、さっき申し上げましたように、自分でもって持っているところでもっ

て、ＳＮＳでもって学校名が出たりとか、多少の、いじめではないんですけども、ユーチューブに名前を上げたと

か、そのような事案というのは去年あたりはなかったですけど、それ以前は少しありました。なもんで、それが分

かればその時点でもって指導は入れていますけれども、今回導入したタブレットに関しては、そのような使い方も

しくはいじめにつながるような事案というのは発生はしておりません。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） そういう意味でいい管理の仕方をしていただいていると思いますので、よろしくお願いしま

す。やっぱりインターネットに関してはですね、道路と車のようなもんで、車って自分持っていても、道路が整備

されていなければ車って走れないわけですよね。でも、道路があって、車があるのに、乗っちゃいけないというの

はなかなか難しいことだと思うんです。要は安全に乗るためにどういったふうな道路規制や安全対策をするかとい

うところだと思いますので、今後やっぱりどんどん発達する中でですね、必要性というものも出てくると思うので、

その辺も考えてですね、うまく線引きをしていただきたいなというふうに思います。 

   あともう一点、次なんですが、メディアルーム、いわゆる学校に昔だとコンピューターが置いてあって、そこで

みんなパソコンに向かって勉強したとかいうことをされたと思います。それで、そういったところにはまだコンピ

ューターとかがあると思いますし、タブレットなんかも、ＧＩＧＡスクールで入ってくる前のタブレットというの

が恐らく何台か、かなりあるかと思うんですけども、そういったものの管理や活用法といいますか、それはどんな

ふうになっていますでしょうか。 
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〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） いわゆるパソコン室みたいな感じのところだと思うんですけども、小学校につきまし

ては、現在そういうふうなところに置いてあるパソコンの利用というのはほとんどしていません。中学校につきま

しては、技術家庭科の授業でパソコンを使う授業があるそうなんです。なもんですから、そこのほうで使用してい

るということで、小学校については使っていないということもありますので、今後のリースアップするものについ

ては更新は行わない、いわゆるデスクトップのパソコンですけども、行わない予定です。中学校は、今言ったよう

に授業でも使う部分がありますので、必要最低限にはなりますけども、更新して今後も活用していくというような

状況になっています。 

   あと、リース以外で市で購入したパソコンというのもあるんですけれども、そちらについてはもう10年以上たっ

ているものがだんだん増えてきていますので、使えなくなったらその都度破棄をしていくということで、それ以上

増やすような考え方というのは今のところありません。 

   あと、ＧＩＧＡスクール以外で導入したタブレットも350台ぐらいあるんです。なんですけども、こちらにつきま

しては100台以上は保育園、こども園の保育士に全部配りまして、今園でのＩＣＴというところで活用しています。

残っている分につきましては学校の教職員が活用するということで、ＧＩＧＡスクールで今回導入したタブレット

については、子どもは当然なんですけども、教職員も担任のみなんですね。なもんですから、例えば中学校の教科

担任はもらっていませんし、それ以外の例えば教育補助員ですとか管理職、教頭先生とか校長先生とか、あとＡＬ

Ｔ等もタブレットは配置はしていませんので、それについては今まで学校で持っていたタブレットを活用しながら

使っているというような状況です。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） タブレットは、最近ですね、非常に性能がよくなっているんで、どんどん活用していただけ

ればいいと思います。今の状況を聞けば、いろんなお下がりや何かで使われているということでですね、非常にい

いかなと思います。この質疑、実はですね、子ども議会、この間あった中で、要するに地域の情報をどんどん伝達

したいんだと、中学生ですけれども。そのために学校のタブレットを地域に貸与して、貸与というか、貸して、学

校でやっているように情報共有できないかというふうな率直な意見があったんですね。それについてはルールがあ

るのでということになったんですが、やっぱり今後ですね、子どもたちがいかにして地域とのつなぎ役となれるか

というところも非常に期待できるところかと思うんですよね。そういった、タブレットを活用するわけにはいかな

いのかもしれないんですが、そういう役割の中で子どもたちがやれるような方策というのは何かないものでしょう

か。 

〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 今の貸与しているタブレットは学習用というところで、そこまでは正直想定はしてい

ないんです、地域で使うような形というのは。また、学校にあるものを地域にまさか貸与するというのはなかなか

ちょっと難しいですので、できないとは思うんですけども、ただ例えば市のホームページを見ようと思えば、検索

機能を使う中でグーグルや何かでもってアクセスすることはできると思いますので、そういう部分の活用というの

もあるとは思いますし、例えばいろんな地域からの情報をタブレットに、アプリが自動的に通知するような形とい

うのはスマホなんかではありますけど、なかなかちょっとそれもタブレットに導入するのは難しいのかなというと

ころもありますので、今後そういうふうな部分で例えば地域情報や何かをやり取りすることができるようになった

にしても、一遍学校なりがフィルタリングじゃないですけども、内容を確認した上で子どもたちに提供するという

ふうな、そういうような形であればやりようはあるかと思いますけども、何でもかんでも来た情報をそのまま丸々
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渡すというのはやはりリスクもありますので、そこら辺今後もしそういうふうな部分で可能であれば活用は図りた

いとは思いますけども、ただ一定のやはりルールなりを決めた上で、また少し確認をしながらやる必要があるのか

なというふうに考えています。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） といいますのはですね、要は中学生も地域のためにいろいろやりたいという意欲がすごく高

いものがあると思うんですよね。そこをやっぱり上手にですね、地域とつなげてあげることが大事かな。それが必

ずしもタブレットでなくてもいいとは思うんですが、子どもの発想としてそういったものが使えないかというふう

なことがありましたので、何かうまく利用できるような方法があればいいなというふうに思います。 

   それで、私実はそのとき答弁書かなくちゃいけない立場で、こども教育課所管みたいな形で子ども議会のときに

ですね、答弁というか、いう形をしたんですけども、なかなかやっぱり難しいところがあると思うんですね。それ

で、私としてはやっぱり学校のホームページを活用したらどうかなというふうに思うんです。それであれば、学校

の範疇の中で子どもが学校のホームページを使って情報を発信する、それを地域でもって見てもらう、また逆に地

域のほうからの発信を学校のホームページと連携してやるとか、そういったこともしながら運営したりしたらどう

かなというふうに思うんですが、学校のホームページって今現在ですね、ここ数年あんまりスタイルが変わってい

ないような気がするんですよね。それで、どうやら学校の校長先生がその更新の担当になっていたりして、校長先

生によって得意な方はやられたり、あんまりやらなかったりというふうな差ができているような状況かなというふ

うに思うんですが、私一つには学校のホームページ使いにくいと思うんですよね。発信しにくいというか。あれ出

しても、例えば回覧板なんかね、出ても、学校のホームページですといってＱＲコードがついていたりするんです

よね。見ても何かすごく見づらいんですよ。より中入っていくと物すごく小さくなったりして、要するにスマホ対

応、タブレットとかね、ああいったものに対応していないホームページになっているんですよね。その辺も一つ課

題かなと思って、それにはホームページをね、更新というか、作り変えなくちゃいけないという場合によってはす

ごく大きいハードルがあるんですが、ここ数年変わっていませんので、できれば何かそういう子どもたちが学校の

発信、もちろん学校から学校の発信もしていただかなくちゃいけないんですが、そういう場としてホームページあ

るので、使えないかなというふうに思うんですが、それについてはいかがでしょう。 

〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 学校のホームページは、校務支援システムというふうな事務を支援するシステムがあ

るんですけども、それでもって同じものをどの学校も使っているんですね。なもんですから、どこかの学校が使い

勝手がいいとか、どこかの学校が使い勝手悪いというものではなくて、使い勝手いいか悪いかはともかくとして、

皆共通のシステムを使って作っています。その中で、管理につきましては、今委員長さんおっしゃったように、そ

れぞれの学校で校長先生なり教頭先生なりが管理をしているんですけれども、中身的に言えば学校の行事がどうし

ても中心になりますので、やはりそんなに個性的なものではないですし、あんまり地域の人たちが見ても面白いも

のではないかもしれませんけども、ただあと学校の判断で、例えば以前に新井北小学校は和田地区の行事の関係で

もって、紙ですけれども、行事のカレンダーとかを一緒に作って、ＣＳでもって作って配ったりとかしていました

けども、例えばそういうものを学校のホームページの月間行事予定のところにチョイスしてきて入れるというのは

学校で必要だと思えばやれないことはないと思いますので、そこら辺はそれぞれの学校でもってまた話をする中で

やっていけば、そういうのでも地域行事として何かあるというふうなのは、学校のホームページの何月の行事とか

を見ればある程度把握はできるのかなと思いますし、子どもたちも、例えば中学生がそれを見れば自分の小学校区

の学校で何かあるというのが分かるんで、そういう部分の活用というのは可能じゃないかとは思います。 
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〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 子どもを持つ親がほかの自治体に引っ越しをしようとかいうときというのは、やっぱり学校

のホームページ見るんですよね。そのときに、今主流になっているスマホとかで見たときに非常に見にくかったり、

情報が上がっていなかったりすると、イメージというか、そこで決まってしまう部分もありますので、私のお願い

としてはですね、やっぱり学校のホームページちょっと見直していただきたいなというふうに思います。予算つけ

ないと直せないと思いますが、根本のほうですね、情報発信も大事なんですけど、見やすい、使いやすいシステム

をいつかやっぱりある時期にですね、考えていただきたいなと思います。 

   それに併せてですね、情報の専門家アドバイザー、こういう方がですね、学校に必要なんじゃないかなというふ

うに思うんですよね。子どもたちのアドバイスをしたり、例えば学校の情報発信であるとか、そういったことに対

して何か協力してくれるような方がいらっしゃるといいかな、その中に例えばコミュニティ・スクール等を通して

とか、地域人材を通してとか、そんなふうな使い方もできるかなというふうに思うんですが、それについてはどん

なふうなお考えでしょうか。 

〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 一応市のほうでは情報教育推進員というものをですね、会計年度任用職員なんですけ

れども、２名配置をしまして、各学校のですね、ＩＣＴ機器の利用促進の部分ですとか、あと授業の関係でもって

支援を行っております。具体的な内容としましては、例えば学校のパソコンとかタブレットの不具合があったとき

に対応したりとか、あと今ほどのあれじゃないですけど、例えば学校で使っている校務支援システムの関係の不具

合への対応、それから操作の支援、あと授業で使うパソコンの移設ですとか、ネットワークの設定ですとか、ＭＤ

Ｍの設定変更ですとかということもやっていただいていますし、あと学校間のネットワークの不具合というのも

時々出ますので、そういう部分の関係で、大きく言うと授業支援と、それからメンテナンスというネットワークの

関係の支援をやっております。この２人以外に専門業者にですね、実は１社なんですけども、業務委託をしていま

して、この２人プラス、より専門的な部分につきましては業務委託している専門業者が、管理、補修が中心になり

ますけれども、やっていただいて、子どもたちが円滑にタブレットを使えるように対応しているというような状況

です。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） ハードのね、メンテナンスは分かるんですけど、ソフト部分で、例えばこういった活用をす

ると面白いよとか、子どもたちにアイデアを提供するような、そういった方というのはいらっしゃるんですかね。 

〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 授業支援ということで、例えばタブレットの使い方の具体的な操作方法ですとか、そ

れからシステムの不具合が中心ということで、今おっしゃられたような、そういう部分のアイデア出しというのは

あまりやってはおらないです。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 子どもたちにとってはですね、子どもたちも器用ですから、何か１つ身につければいろんな

ことできると思うんで、そういった部分で必要になるのがいわゆるコーチというか、コーチングの部分だと思うん

ですよね。そういう意味で専門家の方というのはそういうノウハウを持っていたり、いいアドバイスをしてくれた

りすると思うので、今後御検討いただけるといいかなというふうに思います。 

   最後になりますけども、わくわくランドのＷi―Ｆiに関してなんですが、今現状はどうなっていますでしょうか。

Ｗi―Ｆiというのは、職員が使う部分じゃなくて、利用された方が使えるＷi―Ｆiということなんですけど、それ
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についてはどのようでしょうか。 

〇副委員長（太田紀己代） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（平井智子） 今のところわくわくランドで一般の方が来館したときにＷi―Ｆiの環境が整備されてい

る状況にはないということです。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 今後どのような対応でしょうか。 

〇副委員長（太田紀己代） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（平井智子） 今後イベントとか教室などでＷi―Ｆi環境を必要とする場合には、移動が可能なＷi―Ｆi

機材というのがありますので、そちらを用いて対応したいと考えております。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 以前ちょっと聞いたときに、子どもがゲームするのに遊びで使われちゃうと心配だとか、困

るとかというようなことだったと思うんですよ。それもいろんな意味でフリーＷi―Ｆiでも遊ぶばっかりのものじ

ゃなくて、子どもがですね、自主的に学習に使ったり、いろんな興味のものをやるということで使えるというふう

にすることもできるかと思うんですよね。何でこれまた質疑しているかというと、それこそまたこの間の子ども議

会の関係なんですが、わくわくランドにはＷi―Ｆiがないのでというふうな話をしていました。その子どもたちは、

わくわくランド行ってゲームしたいわけじゃないと思うんですよね。そういうことを酌んでいくということも大事

かなというふうに思うんですが、わくわくランドばっかりじゃなくて、生涯学習施設いろいろあると思うんですけ

ども、そういったところからまずやはりフリーＷi―Ｆiというか、使えるようにして、それは子どもばっかりじゃ

ないですよね。子どもも大人も学習のために使えるんだと、自分の趣味嗜好を向上していくために使えるんだとい

う環境づくりも必要かなと思うんですが、わくわくランドの関係に併せてですね、そういったいつも使えるＷi―Ｆi

ってどのようなお考えでしょうか。 

〇副委員長（太田紀己代） 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（平井智子） 今のところですね、先ほども申し上げましたように、フリーＷi―Ｆiというような考え

方ではなくて、施設のほうで実施するイベントとか教室のときに、必要であればそのときに使えるようにするとい

うようなことで対応していきたいと思っております。 

〇副委員長（太田紀己代） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） なかなか答えにくいことかと思うんですが、要するに場所によっては例えばパスワードを設

けて、これを入れれば使えますよというふうな形とか、何か管理の方法でうまくやっているところもあると思いま

すので、そういったとこも参考にしていただいてですね、学習に使えるんだという妙高市なんだというふうなもの

というのは非常に大事だと思いますので、今後検討していただきたいなというふうに思います。よろしくお願いし

ます。 

〇副委員長（太田紀己代） 八木委員。 

〇八木委員（八木清美） 今ほど村越委員からですね、情報の専門家アドバイザーの状況についてお尋ねになったんで

すが、私も、市長の所信表明がございましたが、その一部にですね、「将来世界に羽ばたく子どもたちの可能性を

伸ばすべく、今後は、タブレットの活用を拡充し、デジタルによる新たな学習機会の拡大を図るとともに、教職員

のＩＣＴ利活用に係るスキル向上を図り、指導主事と情報教育推進員による継続的な支援や研修を行います」と明

言しているんですね。ですから、まさにこのことでもっと推進していきたいんだという市長の思いは伝わりました。

ということで、先ほども会計年度任用職員という立場で２名配置しているということはお聞きしましたが、もっと
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強化すべく、授業にももっと関わっていただきたいなと思うんですが、今のところ授業にはどの程度お入りになっ

ているんでしょうか。 

〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 基本的には授業の支援ということで、セッティングですとか、授業中に不具合があれ

ば対応するということで、そんなことで授業で子どもたちが使っている中で事細かに使い方を教えたりというよう

な対応は今のところ取っておりません。 

〇副委員長（太田紀己代） 八木委員。 

〇八木委員（八木清美） また今後考えていただいて、予算も必要だと思いますので、その辺また市長ともよく相談の

上、ぜひ拡充に向けて支援していただきたいと思います。 

〇副委員長（太田紀己代） 佐藤委員。 

〇佐藤委員（佐藤栄一） 今ほど村越委員長のほうから話あったんですけども、子ども議会で生徒たちが持っているタ

ブレットの活用の一つで、子どもたちのほうからも発信したい、こっちの情報も聞きたいということがあって、今

ほどホームページという形も１つ今村越委員が挙げているんですが、例えば何か新しい形でいろんな情報が勝手に

行ったり来たりするのは非常に問題があると思うんですが、どこかでコントロールしなきゃいけないというふうに

思うんですね。その場合に各学校に負担をかぶすんではなくて、例えば教育委員会に一括そういったものを管理す

る形で情報を出す、入れるというようなことは取れないもんなんでしょうか。 

〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） どのような情報が出入りするか、なかなかちょっと今イメージとして湧かないんです

けれども、極めて件数が少なければこちらのほうでもある程度管理はできるかもしれませんけれども、例えば授業

中でも放課後とか昼休みとかでもやり取りが頻繁にあるような形ですと、なかなかちょっとこちらのほうは後追い、

後追いになってしまって、差し障りのあるような、要するに表に出しちゃまずい情報についてもきちんと把握でき

ない部分があると思いますので、その辺は今後運用していく中でそういうふうな事例が出てくればまた検討してま

いりたいと思います。 

〇副委員長（太田紀己代） 佐藤委員。 

〇佐藤委員（佐藤栄一） 私が感じるのは、そんなにいっぱい出てくるんじゃなくて、今例えば新井中がやっているこ

の指とまれというような施策についても意外と知らない、知っているのは町内会長だけとかいう状況だと思うんで

すが、そういったものがもう少し一般の市民にも広がっていくような形が取れないかというようなことを、向こう

から来た場合ですね、こっちからの情報としてはこんな祭りがあるよとか、そういった情報を一括で行ったり来た

りできる、アプリを入れるのかどうか考えなきゃいけないんですけど、そういったもの１つあれば意外と子どもた

ちも見てくれるんじゃないかなというふうに感じたんですね。地域の情報は入らないということを結構言われてい

たんで、そういったものを何か工夫していただきたいなというふうに思うんですが、いかがでしょうか。 

〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） もともと学習用というような観点で貸与しているものですから、なかなかそういうふ

うな一般的といいますか、幅広い活用まではちょっと想定していないというとこもありますし、あと情報のやり取

りがですね、頻繁にできるようになると、それと比例してリスクがどうしても広がってくるというところもありま

して、これが例えば学校単位で見ても全ての子どもたちがある程度やり取りできるようなところにあるものですか

ら、そこにウイルスのようなものが来ると非常に芳しくないこともありますので、そこら辺も踏まえた上で可能な

ものがあれば導入というか、対応はできるかもしれませんけども、ただ安易にやるというのもいろいろとその辺の
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状況をしっかりと確認しないと難しいんじゃないかというふうには考えております。 

〇副委員長（太田紀己代） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 同じく今の話なんですけどね、私は確かにＩＣＴの絡みでというので一本で絞っていくとな

かなかというのはあると思うんですね。だけど、それはそれとしてというのもあります。今中学生がね、この指と

まれでもって地域でもって何かお手伝いできることありませんかと有線放送で呼びかけしているんですよ。課長、

知っていますよね。知らない。新井有線放送だから、聞こえる範囲というのはこれだけなんだよ。だけど、子ども

たちは新井中学校だから、新井でという、こういうレベルなんだろうと思うんだけどね、こういうものをどういう

パターンで支援していくか。だから、今のＩＣＴ絡みオンリーでもって、ここの中でということだけじゃなくて、

子どもたちがそういうことでもって地域に呼びかけしているよと。その呼びかけに応えて、じゃこうだよという、

その仲買をやるような形を考える必要あるだろうというふうに思うんですよ。いろんなパターンでもって地域との、

私たちもそうだし、地域の皆さんもそこで関わってもらえばという、そう思っているんですよね。ここは恐らくこ

ども教育課を媒体にしながら地域共生課を活用するというのがあってしかるべきと。だから、そこのところはこど

も教育課がそこでもって絡まないと、いきなりそっちには行かないと思うんでね、そういうものを視野に入れなが

ら、やっぱり今せっかく地域との関わりをとやっている、願ってもない話なんですよね。それをお任せでいちゃい

けないよという、こういうふうに私は思うんで、そこのところを踏み込みする必要あるんだろうというのが私の思

いなんですけども、いかがですか。 

〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 子どもたちのタブレットを使って不特定多数に情報発信するというのは、やはりあま

り芳しくないと思いますけれども、例えば市のラインだったり、学校から出している文書、学校だよりもあれば、

また回覧や何かで文書を出している部分もありますし、あと当然市報というふうな従来の紙媒体とか市のラインで

すとか、あとは地域共生課の活動を通じる中でいろんな媒体を使って情報発信というのは可能だと思いますので、

今おっしゃられたみたいにそれについて支援するということは全然やぶさかではありませんので、可能な範囲では

幾らでも対応は可能だと思います。 

〇副委員長（太田紀己代） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 例えばね、学校、子どもたちはどの範囲までというのは、恐らく校区内なのかどうなのか、

その辺ちょっと私分かりませんけどね、だけどそのエリアを越えてでもいいということになれば、例えばの話、今

の行政防災無線、行政無線だってあってしかるべきと、有線放送でやっているのは子どもたちが直接呼びかけして

いるんですよ。だから、そういうことでもってどうなのか。先般は小学生が市でもって米売るよというかね、販売

活動やるよという、これだって有線放送の努力だと思うんですけども、これは子どもたちが直接呼びかけしている

よと。だから、そういうところの形の中でもって、やっぱりせっかくやっているんだから、一人でも多くの皆さん

から認識してもらって、回覧板というのは私最近ね、あまり見ないんだよ、正直。そういうのあったりするから、

媒体そのものをどうするかということは、それはそれとしながら、やっぱり支援をしていくという、この姿勢に立

つ必要があるというふうに思いますので、そこはいろんな形でもって一歩踏み込みして支援していくと、それで１

つでも２つでも地域とつながれば、その成果というのはかなりのもの出ると思うんですよ。恐らく今回ここでやっ

ているというのは、あれ白山町だったのかね、さいの神作りの関係でもって絡んだという、それが基礎となって今

こういうふうに入っているんじゃないかなというふうに想定されるんですけども、やっぱりそこでもって絡んだと

きの力というのはでかく違うし、かつてはどこかでもって防災訓練やったときに中学生の力が云々という、こうい

うのもあるし、いろんな範囲があるわけですよ。だから、そういうものも視野に入れながら、やっぱりきっかけづ
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くり、支援という形でもってぜひ踏み込みしてほしいなと私は思うんですけど、もう一度お願いします。 

〇副委員長（太田紀己代） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） その内容にもよりますけれども、基本的に子どもが関わるものであって、支援できる

ものであれば支援はしていきたいというふうに思います。 

〇副委員長（太田紀己代） そのほかございませんか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇副委員長（太田紀己代） なければ、委員長を交代いたします。 

                   〔副委員長、委員長と交代〕 

〇委員長（村越洋一） では、議事整理のため暫時休憩します。 

休憩  午後 ３時００分 

再開  午後 ３時０９分 

〇委員長（村越洋一） 休憩を解いて会議を続けます。 

   それでは次に、こども園・保育園の安全対策についての調査を行います。 

   調査理由と概要について説明をお願いします。 

   霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） どうも長々と御苦労さまです。私のほうは、ハードの面で若干言うような形になります。 

   保育園の安全対策という形の中で、実は先般保育園へ別件でもってちょっと用あって行ったところ、こういうの

が見えたなという形で、これまでにコロナ対策の絡みでもって電気機器をそれぞれ整備、設置してきた経緯がある

んですけども、設置したという話はいろいろと報告も聞いたりして、有効ですという、それはそのとおりだという

ふうに思うんですけども、ただその設置に関してどういうパターンであったかという、この辺のところを今日はち

ょっと確認させていただきたいということでもって取り上げましたので、よろしくお願いします。 

〇委員長（村越洋一） それでは、調査項目の１、各園の電気配線コードの設置状況と安全対策についての質疑を行い

ます。 

   霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） 私の見たこれはですね、斐太北保育園なんです。園長さんもここの園古いですからねと。実

際には古い園というのはコンセントの数、場所が限定されているという形の中で、安価な形でもってそれぞれの機

器を設置したということからだと思うんです。玄関の外ドアがあって、ドアって引き戸もドアでは言わせてもらい

ますけども、ドアがあって、それで風除室があって、その中に正規のドアがあって、その中が玄関ですよというこ

となんです。そこでは園児、子どもたちが支度、防寒具、長靴履き替えなんかしてということになっているんです

が、まず最初にびっくりしたのは、外玄関は自動でもって開閉するんですが、中玄関というのは開けた状態で、そ

このところを電気コードでもって風除室に温度計、要するに体温計なんですけどね、それと消毒があって、そこの

電源がそこの中のドアを開放した状態でもってコードで配線してあった。そうすると、その風除室のドア、意味を

なさないなという形になっているんですけど、これ１年丸々過ぎたのかなと思ったりもしているんですけども、こ

ういう実態というのは、私はいわゆる電気的な面でもって安全云々といったときに果たしてどうなのか、それから

風除室の価値がないという、そこについてはどうなのか。緊急を要するという形でいっときだったらいいけども、

これが長引くというのはちょっとというふうに思ったんです。この経緯というのはどうなっていますか。 

〇委員長（村越洋一） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 斐太北保育園の風除室の玄関付近の安全対策というふうなお話ですけれども、実はあ
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そこら辺に関しましては、風除室という形態ではあるんですけども、全てオープンにして使っているんです。とい

うのはですね、平成24年頃に前のとこの駐車場を広くしまして、きれいにしたんですね。そうしたところ、保護者

の迎えはですね、以前は寒いということもあって屋外で渡したんですけども、あの辺に駐車場ができたということ

もあって、今度は危ないから、屋内にしようということでやったんですが、ただ御承知のとおり帰る時間って大体

同じような時間になるものですから、車が出入りするので、危険だから、中にしましょうといったときに、今度子

どもたちがある程度いるもんですから、収まり切らなくなってしまいまして、なもんで玄関までオープンにして、

風除室壁あるけど、入り口は開けているというふうな状況でもって、そこでもってやっているということがまず１

つあります。要するに車の出入りに伴って玄関よりも内側でもって、ただそれには人数が多いもんですから、風除

室もオープンにして使っているということと、あとノロですとかインフルエンザということで、そちらのほうの予

防策、あとコロナもそうですけども、ということで、やはり密にならないようにということで、玄関だけではなく

て風除室も広く使っているということもありますし、あと児童がですね、やはり風除室の戸を閉めたり開けたりす

るときに指を挟んでけがをしそうになったヒヤリ・ハットもあったもんですから、であれば風除室というよりも、

玄関を広く使うような形でもってオープンに使ったほうが安全性やら、それからコロナ対策、感染症予防につなが

るということで、今そのような形態でさせていただいています。 

   あともう一つありまして、令和２年度に防犯と、それから保育士の負担軽減ということで玄関のドアをオートロ

ックにしたんですね。遠隔で操作できるように、保育室で操作できるようにしたんですけれども、風除室を使用し

ていますと、今度来客時に引き戸の操作をですね、保育士が行うことになりまして、せっかくオートロックにして

あるのに、結局出ていって開けたり閉めたりする必要が出るものですから、その辺もありましてオープンにしなが

ら、風除室なんですけども、風除室じゃないような使い方になってしまっているというようなところが実態です。 

〇委員長（村越洋一） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） その辺の理由は理由として分かりました。ただ、私が見たのは夏場といいますかね、雪のな

いときはいいけども、これからの冬期間、例えば風が吹いていたりしたときには、外のドアが開くともろ中まで入

ってくるよという形が出るんですね。そんなんでいいのかなという問題と、それからどっちもあれたしか自動ドア

だったと思うんですけども、外は外でもって遠隔操作でもって、インターホンでもって呼出しするとドアロック解

除、中についてだって、あれ別枠でもって対応になっているんだと思うんですけども、必要に応じて電源切ること

によって、開放の状態で電源切っておけば開放状態で使うという、そのときはそれでできるし、いわゆる日中園で

もって過ごしているときに、それでも風除室も玄関としての広さでもって必要なのかどうなのか、そこはそことし

てちゃんと閉鎖しておくというか、閉めておくという、こういうことだって可能だと思うんですね。それはそれと

しながらも、開放オンリーということで、開放がそもそもだという形になって、ああいう配線でもって済ませたの

かという、この辺の絡みがあるんでね、そこは果たしてどうなんだろうと。だけど、正規にはやっぱりあそこの配

線そのものはきちんとした対応をしないと、正直中の園児の部屋から廊下をまたいで、玄関先上がったところに電

話の子機か何かあったような気するんですけども、そこでもって分岐して、またそこからコードで引っ張っていく

という、こういう実態なんですよね。だけども、そういうのは果たしてどうなんだろうと。私は、電気的な危険、

それから園児、子どもたちがね、正直言って大人の想定にそぐわないというかね、何があるか分からないという実

態があると思うんです。恐らくあのコードをそうやって引いているというのも何かに引っかけたり、ガムテープで

留めたりというパターンですから、そこでもって間違い起きたということになると、これはまた後々とんでもない

ことになるよということであるから、そこはちゃんとした対応をする必要があるでしょうということなんです。だ

から、たまたまそれが風除室の絡みであって、そこのドアもそういう形であったというつながりに関連するという、
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こういう形なんで、これ一括して何とか対応しておく必要があるだろうというふうに私は思いましたんでね、正直

言って、正直言ってというかね、電気の危険というのは見えないもんですから、逆に言うとたまたまそこでもって

電線、コードが傷ついているということになると、逆にとんでもない事故に発展するよというのがあるもんですか

ら、その辺のところはきちんとする必要あるんじゃないかなというふうに思いまして提案させてもらっていますけ

ども、その辺はいかがですか。 

〇委員長（村越洋一） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） まず、御指摘いただいた斐太北保育園の風除室ですとか玄関回りのコンセントにつき

ましては、12月16日にコンセントの増設工事を行いまして、完了して、改善済みです。霜鳥委員おっしゃるように、

ちょっと古い施設ですと、どうしてもコンセントの位置が限られた場所にしかないもんですから、そこでもってタ

コ足になったり、おかしなところに線がはっていたり、そうではない部分もあったんですけども、御指摘いただい

て、確かに危険性がありますので、やむを得ない場合につきましては、子どもがつまずいたり、コードを構ったり

しないように、きちんとコードクリップやカバーで覆って危なくないようにしたりとか、あと壁に固定して安全性

を確保するようにしております。というところで、確かに御指摘いただくまでは芳しくない状況でしたので、そち

らについては速やかに改善しましたし、あとそれ以外についても点検をして、一応安全対策のほうは行ったという

ふうな状況です。 

〇委員長（村越洋一） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） ありがとうございます。今言ったのは玄関のね、そこだけで、玄関入っていって、それから

玄関から園内に入る、今段差はスロープにしてあったから、あれだけど、その突き当たりのげた箱の上にですかね、

オゾン発生器があって、その電源も中の廊下の掃除用のコンセントからコードで引いてきている。あれは子どもた

ちが何の拍子にそこへ引っかかるかという、こういうのもあったりというふうに私見えたんでね、これを見たとき

に、果たしてあのときにオゾンの発生器なんていうのは、空気清浄機も含めてなんですけども、非常に効果あるん

でということで全園に配備になりまして、そのときの電気工事というのは特別の報告もなかったんで、ほかの園は

どうなんだろうという心配が私は頭をよぎりました。必ずしもコンセントは十分な状態であるのかどうなのかとい

うのは、それぞれの保育園も建設当時にそんな課題は視野になかったという形がありますんでね、ほかの園もきち

んとチェックする必要があるなと。電気的な事故もそうです。子どもの事故もそうです。どっちもあってはならな

いことだということでもって、今課長の答弁だと全園というかね、それぞれのとこもチェックされたみたいですけ

ども、ほかには特別そういうあれはなかったかどうか。私もここ行ったときにね、やっぱりコロナの関係あるから、

中へとんとんと入っていくわけにいかないから、玄関先しか見ていないんですけども、その辺のところはトータル

的にいかがでしょうか。 

〇委員長（村越洋一） こども教育課長。 

〇こども教育課長（松橋 守） 主に斐太北も含めまして園８園ありますけども、そのうちですね、５園がやはり何ら

かの芳しくない状況が見受けられました。どうしてもタコ足のような形になったり、コードもはっているところが

ありましたので、そちらにつきましては改善に向けて今ちょっと施工業者に確認させていただいているところです。

ちなみに、新井あおぞらと和田、それからひまわりについては特段問題はありませんでしたけど、それ以外の園に

ついては何か所かちょっと不適切なところがあったというところで、速やかに改善をしたいというふうに考えてお

ります。 

〇委員長（村越洋一） 霜鳥委員。 

〇霜鳥委員（霜鳥榮之） ありがとうございました。できるだけといいますか、ぜひそういう安全対策というのは、そ
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れこそ現場任せということだけじゃなくて、きちんと見回りして点検するということも必要だと。最初にも言いま

したけども、子どもたちの動きというのが想定外というのがほとんどでありますんでね、そこでもって安全対策と

いうことは、今マスコミ報道あるいは他県でも子どもを置き忘れてくるくらいな、そういう間違いもあったりしま

すけども、そんなことではなしに、身近なところのチェックもぜひよろしくお願いしたいと思います。 

   以上で終わります。 

〇委員長（村越洋一） 今の①について、そのほかの委員からいかがでしょう。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（村越洋一） そうしたら、２の…… 

                   〔「一緒だ」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（村越洋一） 一緒ですね。じゃ、もうこれでよろしいですかね。 

   なければ、以上で所管事務調査が全て終了しました。 

   所管事務調査の報告については、調査結果報告書を議長に提出します。その後、本会議最終日に諸般の報告とし

て報告書の写しが配付されることになっています。 

   なお、報告書については、正副委員長に御一任いただきたいと思いますので、御了承願います。 

   これにて所管事務調査を終わります。 

                                                     

  閉会中の継続審査（調査）の申出について 

〇委員長（村越洋一） 引き続き閉会中の継続審査（調査）の申出についてを議題とします。 

   閉会中の継続審査（調査）のうち所管事務調査については、委員、執行部側のいずれからも申出はありませんで

した。 

   お諮りします。閉会中の所管事務調査については、申出しないということで御異議ありませんか。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（村越洋一） 御異議なしと認めます。 

   よって、閉会中の所管事務調査については、申出しないことに決定されました。 

                                                     

〇委員長（村越洋一） 以上で本日予定しておりました日程が全て終了しました。 

   これをもちまして厚生文教委員会を散会します。御苦労さまでした。 

散会  午後 ３時２５分 


